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第
95
回
記
念

二
　
科
　
展

第
95
回
記
念
二
科
展
が
、
平

成
二
十
二
年
九
月
一
日
か
ら
十

三
日
ま
で
、
六
本
木
国
立
新

美
術
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
記
念
展
と
い
う
事
で
、

例
年
に
も
増
し
て
、
活
気
の
あ

る
会
場
が
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

大
筋
は
習
い
な
が
ら
も
、
着

実
に
進
化
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

今
回
も
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
四
部
門

で
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
二

科
展
ツ
ア
ー
「
触
っ
て
観
る
」

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ア
ー
ト
展
な
ど

が
定
着
し
つ
つ
あ
り
、
二
科
展

の
方
向
性
が
見
え
て
来
た
様
に

感
じ
ま
す
。
作
品
集
も
記
念
展

に
合
わ
せ
、
会
員
、
会
友
、
一

般
出
品
者
の
合
本
と
な
り
、
花

を
添
え
て
い
ま
す
。

100
回
展
に
向
け
て
の
二
科

ニ
ュ
ー
ス
の
顔
、
第
二
段
は
、

第
17
回
、
第
24
回
、
第
27
回

二
科
展
の
画
集
を
使
用
い
た

し
ま
し
た
。

異
常
気
象
も
毎
年
つ
づ
け

ば
日
常
と
な
り
、
亜
熱
帯
の

チ
ョ
ウ
が
都
心
で
も
普
通
に

見
受
け
ら
れ
る
様
で
す
。
猛

暑
、
酷
暑
の
中
、
制
作
お
つ

か
れ
様
で
し
た
。
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第
95
回
記
念
展
は
準
備
の
段

階
か
ら
会
期
中
を
通
し
て
記
録

的
な
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
暑
さ
で
入
場
者
数
に
も
影

響
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
懸

念
さ
れ
ま
し
た
が
、
有
り
が
た

い
こ
と
に
二
科
フ
ァ
ン
は
暑
さ

を
も
の
と
も
せ
ず
。
昨
年
を
上

回
る
入
場
で
執
行
部
と
し
て
は

安
堵
い
た
し
ま
し
た
。

第
95
回
記
念
二
科
展
は
特
に

記
念
大
賞
、
記
念
賞
を
設
け
優

秀
作
品
を
顕
彰
し
ま
し
た
。

絵
画
部
の
会
場
は
大
き
さ
制

限
の
な
い
会
員
の
大
作
か
ら
小

ぶ
り
な
が
ら
引
き
締
ま
っ
た
作

品
と
、
充
実
し
た
展
示
が
出
来

た
と
思
い
ま
す
。

抽
象
傾
向
に
寄
ら
ず
、
具
象

作
品
の
佳
作
の
中
か
ら
も
磨
け

ば
光
る
原
石
を
発
掘
し
て
ほ
し

い
と
審
査
に
先
立
っ
て
申
し
上

げ
ま
し
た
が
今
年
は
抽
象
、
具

象
の
バ
ラ
ン
ス
も
い
い
感
じ
に

見
え
ま
し
た
。

ま
た
、
若
い
人
の
可
能
性
を

秘
め
た
作
品
も
見
逃
さ
ず
選
ぶ

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

彫
刻
部
の
展
示
も
展
示
委
員

に
よ
る
展
示
で
、
先
例
に
捕
ら

わ
れ
な
い
自
由
さ
が
新
鮮
な
会

場
の
構
成
に
な
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。

連
日
の
暑
さ
の
中
、
事
務
局

は
じ
め
実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー

も
精
力
的
に
準
備
、
運
営
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

絵
画
部
の
展
示
委
員
会
で
は

会
友
・
一
般
応
募
作
品
の
抽
象

作
品
の
佳
作
お
よ
び
具
象
作
品

の
佳
作
を
展
示
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
ま
た
二
点
入
選
作
品

の
展
示
、
二
段
掛
展
示
の
工
夫

な
ど
鑑
賞
し
や
す
さ
を
心
掛
け

ま
し
た
。

特
に
嘗
て
の
「
九
室
会
」
が

現
在
の
美
術
界
で
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け

て
、
九
室
会
の
成
り
立
ち
の
説

明
と
当
時
の
写
真
を
展
示
し
、

そ
れ
に
相
応
し
い
会
員
作
品
を

選
ん
で
展
示
し
ま
し
た
。

特
に
総
理
大
臣
賞
に
な
っ
た

作
品
も
現
在
の
九
室
会
を
代
表
す

る
作
品
と
し
て
展
示
し
ま
し
た
。

広
報
部
で
も
切
り
詰
め
た
予

算
内
で
記
念
展
を
最
大
限
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
努
力
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

九
十
五
周
年
を
記
念
し
て
、

美
術
評
論
家
　
瀧
悌
三
氏
に
よ

る
「
私
の
思
う
二
科
」
と
題
し

た
特
別
講
演
会
を
開
催
。

ま
た
彫
刻
部
が
主
催
し
た
95

回
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
美

術
評
論
家
、
女
子
美
術
大
学
教

授
南
嶌
宏
氏
の
基
調
講
演
と

「
美
術
？
ア
ー
ト
？
芸
術
？
」

の
テ
ー
マ
で
東
京
都
美
術
館
学

芸
員
佐
々
木
秀
彦
氏
、
彫
刻
部

理
事
の
吉
野
毅
氏
に
よ
る
鼎
談

を
企
画
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
従
来
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
ト
ー
ク
に
加
え
、
広
く
二

科
展
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
二
科
展
ツ
ア
ー
を
企
画
。

恒
例
に
な
っ
た
二
科
名
物
の

金
曜
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
＆

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
は
連
日
満
員
。

作
品
集
も
従
来
の
会
員
・
会

友
と
一
般
入
選
者
の
作
品
集
の

二
冊
を
合
本
し
一
冊
に
ま
と
め

ま
し
た
。

記
念
展
が
会
員
の
皆
様
、
関

係
者
の
ご
協
力
で
予
定
通
り
開

催
で
き
た
事
を
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
事
務
局
や
展
覧
会
委
員

の
一
年
間
に
及
ぶ
不
断
の
努
力

が
あ
っ
た
こ
と
を
こ
こ
に
特
筆

し
て
お
き
ま
す
。

スケッチする理事長

第95回展
総評

［絵画］

進
化
な
る
記
念
二
科
展

常
務
理
事
　
生
方

純
一

第
95
回
記
念
二
科
展

受
賞
者
氏
名（
絵
画
部
）

内
閣
総
理
大
臣
賞

宮
　
村
　
　
　
長
（
滋
賀
）

二
科
賞

茶
　
谷
　
弥
　
宏
（
石
川
）

第
九
十
五
回
記
念
大
賞

小
　
野
　
由
紀
子
（
福
岡
）

パ
リ
賞

根
　
木
　
　
　
悟
（
京
都
）

損
保
ジ
ャ
パ
ン
美
術
財
団
奨
励
賞

山
　
下
　
か
じ
ん
（
長
崎
）

上
野
の
森
美
術
館
奨
励
賞

い
ず
み
　
穂
　
旭
（
神
奈
川
）

会
員
賞

井
　
上
　
邦
　
男
（
滋
賀
）

佐
　
野
　
明
　
子
（
新
潟
）

今
　
村
　
幸
　
子
（
静
岡
）

平
　
　
　
　
　
権
（
東
京
）

大
　
渕
　
万
弥
子
（
京
都
）

竹
　
井
　
英
　
子
（
神
奈
川
）

木
　
脇
　
秀
　
子
（
宮
崎
）

前
　
田
　
芳
　
和
（
鹿
児
島
）

会
友
賞

有
　
馬
　
広
　
文
（
鹿
児
島
）

小
　
島
　
恵
美
子
（
滋
賀
）

田
　
村
　
一
　
男
（
岐
阜
）

餅
　
原
　
宣
　
久
（
鹿
児
島
）

太
　
田
　
京
　
子
（
群
馬
）

小
　
林
　
豊
　
弘
（
神
奈
川
）

寺
　
田
　
泰
　
子
（
神
奈
川
）

山
　
下
　
和
　
子
（
石
川
）

上
　
村
　
伊
佐
子
（
東
京
）

杉
　
山
　
重
　
雄
（
静
岡
）

徳
　
永
　
ス
エ
子
（
愛
知
）

木
　
村
　
利
加
子
（
千
葉
）

館
　
　
　
礼
　
子
（
群
馬
）

坊
　
中
　
静
　
六
（
愛
知
）

特
選

浦
　
上
　
光
　
喜
（
熊
本
）

蒲
　
田
　
　
　
宏
（
神
奈
川
）

工
　
藤
　
静
　
香
（
東
京
）

竹
　
淵
　
直
　
美
（
埼
玉
）

西
　
　
　
眞
紀
子
（
石
川
）

前
　
田
　
友
　
幸
（
鹿
児
島
）

米
　
倉
　
し
お
り
（
石
川
）

片
　
岡
　
素
　
子
（
東
京
）

川
　
口
　
福
　
代
（
東
京
）

小
　
林
　
直
　
司
（
新
潟
）

田
　
中
　
昌
　
美
（
兵
庫
）

畑
　
　
　
す
づ
子
（
三
重
）

森
　
　
　
千
　
惠
（
愛
知
）

加
　
藤
　
裕
　
子
（
愛
知
）

木
　
下
　
　
　
進
（
滋
賀
）

す
ぎ
も
と
　
　
和
（
愛
知
）

田
　
辺
　
幸
　
子
（
新
潟
）

八
　
田
　
宜
　
毅
（
愛
知
）

山
　
田
　
祐
　
二
（
新
潟
）

金
　
折
　
文
　
男
（
広
島
）

工
　
藤
　
絵
里
子
（
埼
玉
）

世
　
古
　
明
　
子
（
静
岡
）

永
　
井
　
　
　
勝
（
東
京
）

服
　
部
　
幸
　
雄
（
群
馬
）

山
　
本
　
　
　
淳
（
富
山
）

第
95
回
記
念
賞

今
　
泉
　
あ
か
ね
（
神
奈
川
）

鶴
　
田
　
英
　
輝
（
福
岡
）

木
　
村
　
ユ
　
リ
（
神
奈
川
）

遠
　
山
　
恵
　
子
（
新
潟
）

佐
　
野
　
武
　
夫
（
愛
知
）

中
　
井
　
美
　
甫
（
三
重
）

塚
　
本
　
和
　
美
（
福
岡
）

吉
　
永
　
　
　
修
（
熊
本
）

会
員
推
挙

大
　
桑
　
和
　
子
（
石
川
）

冨
士
谷
　
　
　
隆
（
京
都
）

大
　
脇
　
春
　
美
（
愛
知
）

山
　
岸
　
　
　
睦
（
石
川
）

古
保
木
　
雄
　
一
（
滋
賀
）

吉
　
沢
　
智
　
大
（
群
馬
）

寺

陽
　
子
（
福
岡
）

会
友
推
挙

稲
　
増
　
克
　
彦
（
奈
良
）

笹
　
島
　
裕
　
美
（
石
川
）

杉
　
山
　
茂
　
子
（
静
岡
）

谷
　
　
　
美
津
子
（
福
岡
）

橋
　
本
　
弘
　
子
（
東
京
）

星
　
野
　
敦
　
郎
（
新
潟
）

吉
　
田
　
喜
代
子
（
鹿
児
島
）

大
　
井
　
孝
　
信
（
茨
城
）

佐
　
野
　
宣
　
子
（
神
奈
川
）

鈴
　
木
　
三
喜
男
（
茨
城
）

田
　
牧
　
壮
　
平
（
福
岡
）

羽
　
山
　
み
よ
子
（
鹿
児
島
）

光
　
谷
　
良
　
一
（
兵
庫
）

渡
　
辺
　
美
　
加
（
東
京
）

落
　
合
　
江
　
美
（
静
岡
）

澤
　
田
　
友
　
子
（
茨
城
）

添
　
野
　
　
　
忠
（
栃
木
）

ナ
カ
ム
ラ
　
　
延
（
千
葉
）

廣
　
木
　
秀
　
夫
（
新
潟
）

山
　
岡
　
明
日
香
（
滋
賀
）

狩
　
谷
　
昌
　
孝
（
新
潟
）

篠
　
原
　
征
　
子
（
福
岡
）

田
　
中
　
ル
リ
子
（
神
奈
川
）

中
　
村
　
光
　
彦
（
群
馬
）

古
　
川
　
　
　
正
（
新
潟
）

山
　
下
　
か
じ
ん
（
長
崎
）
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全
く
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
会
員
に
な
る
と
は
。

大
き
な
サ
イ
ズ
の
作
品
が
描
け

る
の
だ
ろ
う
か
。

会
員
の
仕
事
が
務
ま
る
の
だ
ろ

う
か
。
と
て
も
心
配
で
す
。

体
力
も
不
安
で
す
。

で
も
不
安
の
な
か
か
ら
は
何
も

生
ま
れ
な
い
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
一
つ
一
つ
教
え
て
い
た

だ
い
て
挑
戦
し
て
み
ま
す
。

初
入
選
か
ら
三
十
三
回
目
に
し

て
の
快
挙
。
二
科
の
先
生
方
、
周

り
の
皆
様
に
育
て
て
い
た
だ
い
た

お
陰
で
、
今
の
私
が
あ
る
と
思
い
、

感
謝
の
気
持
で
一
杯
で
す
。

そ
し
て
、
米
国
に
て
学
生
生
活

を
送
っ
て
い
た
時
か
ら
「
自
分
自

身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
意

識
し
表
現
し
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
更
な
る
努
力
を
し
て
、
独
自

性
を
求
め
て
い
き
た
い
と
、
思
っ

て
お
り
ま
す
。

大桑和子
（絵画）

会
員
に
な
っ
て

―
自
己
紹
介
―

パ
タ
ー
ン
化
し
た
常
識
を
越
え
破

り
、
無
限
の
創
造
の
世
界
を
知
る
こ

と
！
ま
る
で
最
近
の
私
の
こ
と
を
見

透
か
し
た
か
の
よ
う
な
言
葉
を
大
学

の
恩
師
よ
り
今
年
の
年
賀
状
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
の
ん
き
な
私
に
喝
を

入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
と
思
い
、

身
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
今
年
の
二
科
の

絵
の
方
も
、
少
し
は
何
か
を
越
え

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

子
供
の
頃
か
ら
頭
の
中
は
妄
想

だ
ら
け
で
、
い
つ
も
幸
せ
に
満
ち
あ

ふ
れ
、
そ
の
感
覚
は
長
い
年
月
を
費

や
し
今
の
自
分
を
創
り
出
し
て
く
れ

た
。
私
に
と
っ
て
の
妄
想
は
幸
せ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
。
限
界
の
な
い
妄
想
の

世
界
を
、
気
を
て
ら
わ
ず
素
直
に
描

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

モ
ス
ク
ワ
の
長
い
冬
は
、
雪
が

解
け
、
土
が
見
え
た
か
と
思
う
と
、

突
然
タ
ン
ポ
ポ
を
咲
か
せ
、
花
の

春
と
な
り
ま
す
。
会
員
推
挙
の
お

知
ら
せ
は
、
花
の
春
の
喜
び
と
重

な
り
ま
し
た
。

モ
ス
ク
ワ
の
バ
ザ
ー
ル
で
透
明

な
輝
き
を
秘
め
た
ブ
ル
ー
の
瓶
に

出
会
い
ま
し
た
。
こ
の
ブ
ル
ー
と

人
の
心
の
色
と
を
調
和
さ
せ
た
絵

を
描
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
…

絵
を
描
い
て
い
て
楽
し
い
と
思

っ
た
事
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

苦
し
い
だ
け
で
す
。
で
も
、
描
か

な
い
で
い
た
ら
も
っ
と
苦
し
く
な

る
の
で
描
き
続
け
る
し
か
な
い
の

で
す
。
キ
ャ
ン
バ
ス
を
前
に
す
る

と
焦
燥
感
に
駆
ら
れ
、
空
寂
の
中

に
い
る
自
分
に
苛
立
つ
ば
か
り
で

す
。
一
枚
で
も
多
く
先
へ
進
む
こ

と
が
重
要
な
の
で
す
。
も
っ
と
も

っ
と
描
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

抽
象
的
な
石
肌
の
中
で
、
具
象

的
な
貝
や
骨
が
主
張
し
す
ぎ
ず
、

そ
れ
で
い
て
存
在
感
を
放
っ
て
い

る
化
石
を
ヒ
ン
ト
に
描
い
た
作
品

で
、
会
員
に
推
挙
さ
れ
、
こ
れ
か

ら
の
作
品
づ
く
り
の
方
向
性
が
見

え
た
思
い
が
し
ま
し
た
。
今
後
、

大脇春美
（絵画）

よ
り
研
鑽
を
重
ね
、
自
ら
が
納
得

で
き
る
作
品
づ
く
り
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

思
い
が
け
ず
大
き
な
賞
を

い
た
だ
き
驚
き
と
と
も
に
数

年
来
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー

マ
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

公
園
で
遊
ん
で
い
る
子
や

休
憩
し
て
い
る
人
物
を
組
み

合
わ
せ
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
で

表
現
し
ま
し
た
。

古保木雄一
（絵画）

寺 陽子
（絵画）

冨士谷隆
（絵画）

山岸睦
（絵画）

吉沢智大
（絵画）

二科賞
茶谷弥宏

空
間
の
重
な
り
の
中
に
楽

し
い
ひ
と
と
き
が
あ
ふ
れ
出

す
よ
う
な
作
品
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
き

驚
き
と
感
激
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

私
は
老
人
や
赤
ち
ゃ
ん
を
テ
ー

マ
に
、
自
分
の
人
生
観
を
取
り

入
れ
な
が
ら
描
い
て
き
ま
し
た
。

昨
今
国
外
で
は
戦
争
や
貧
困

で
食
べ
る
も
の
も
な
く
餓
死
で

苦
し
む
子
供
達
が
多
く
、
い
た

た
ま
れ
な
い
気
持
ち
で
…
…
。

世
の
中
の
子
供
達
が
幸
せ
に
育

第九十五回記念大賞
小野由紀子

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
で

絵
画
に
し
ま
し
た
。

一
つ
に
は
、
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ

で
粗
野
な
面
や
線
を
表
現
す
る

た
め
、
こ
こ
数
年
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
に
こ
だ
わ
っ
た
マ
チ
エ
ー
ル

作
り
を
テ
ー
マ
に
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
作

品
に
は
、
そ
れ
が
一
つ
の
成
果

と
な
っ
て
表
れ
て
る
気
が
し
ま

す
。
パ
リ
賞
は
大
き
な
励
み
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
二
科
展
を
舞

台
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

パリ賞
根木悟

二
科
賞
　
公
園
　
F
1
0
0

茶
谷
弥
宏

第
95
回
記
念
大
賞
　
生
き
る
　
S
8
0

小
野
由
紀
子

受
賞
者
喜
び
の
言
葉

―
制
作
の

ね
ら
い
な
ど
―
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孤
高

山
下
か
じ
ん（
長
崎
）

直
線
と
曲
線
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

制
作
し
て
い
る
。
不
必
要
な
も
の

を
出
来
る
だ
け
削
ぎ
落
と
し
、
素

材
の
可
能
性
と
直
線
の
せ
め
ぎ
合

い
だ
け
が
画
面
に
残
っ
た
。
色
み

に
頼
ら
な
か
っ
た
結
果
、
強
い
構

成
が
生
き
た
と
思
う
。
言
い
換
え

れ
ば
そ
れ
ぐ
ら
い
で
し
か
な
く
、

自
身
あ
る
い
は
素
材
の
化
学
反
応

が
足
り
な
い
。
受
賞
を
糧
に
新
し

い
価
値
・
美
を
も
っ
と
探
り
た
い
。

ウ
ッ
ホ
ッ
ホい

ず
み
穂
旭（
神
奈
川
）

新
し
い
試
み
と
し
て
、
ス
ト
ー

ン
、
シ
ェ
ル
等
で
マ
チ
エ
ー
ル
を

作
り
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い

き
ま
し
た
。
こ
の
面
に
何
を
表
そ

う
か
、
マ
チ
エ
ー
ル
を
活
か
す
た

め
に
単
純
な
線
で
古
代
か
ら
現
代

を
フ
ォ
ル
ム
や
動
物
で
表
現
で
き

た
ら
と
、
試
み
ま
し
た
。

コ
ラ
ー
ジ
ュ
と
マ
チ
エ
ー
ル
の

試
み
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

今
後
も
新
し
い
事
に
挑
戦
し
て
描

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

卓
上
の
譜
Ⅳ

田
辺
幸
子（
新
潟
）

偶
然
の
面
白
さ
に
出
合
い
、
そ

の
楽
し
さ
に
遭
い
た
く
て
描
い
て

い
ま
す
。

平
凡
な
日
常
生
活
を
題
材
に
し

て
い
ま
す
が
、
抽
象
的
に
し
た
ら
、

探
究
力
の
あ
る
作
品
に
な
る
の
か
、

試
行
錯
誤
を
重
ね
今
よ
り
前
進
で

き
れ
ば
と
、
願
っ
て
い
ま
す
。

な
に
み
て
い
る
の
Ⅲ

川
口
福
代（
東
京
）

初
出
品
か
ら
二
年
目
で
特
選
を

い
た
だ
い
た
こ
と
は
大
変
う
れ
し

く
、
今
後
の
活
動
の
大
き
な
励
み

と
な
り
ま
す
。
木
登
り
を
す
る
少

年
が
遠
く
を
見
つ
め
な
が
ら
思
い

描
く
世
界
は
、
明
る
く
幸
せ
な
未

来
で
あ
れ
ば
い
い
。
絵
を
見
て
、

そ
う
思
う
人
が
ひ
と
り
で
も
多
く

い
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
描
い
た

作
品
で
あ
る
。
個
々
が
幸
せ
な
ら

ば
平
和
な
未
来
が
築
け
、
地
球
は

癒
さ
れ
る
。

こ
い
の
ぼ
り
と
そ
の
仲
間
た
ち（
Ⅰ
）

す
ぎ
も
と
和（
愛
知
）

ま
ず
十
六
年
目
に
し
て
、
や
っ

と
、
特
選
に
選
ば
れ
た
事
に
描
き

続
け
て
良
か
っ
た
と
、
心
か
ら
感

動
致
し
ま
し
た
。
私
の
テ
ー
マ
で

も
あ
る
「
夢
」
を
、
空
と
い
う
大

空
間
に
、
こ
い
の
ぼ
り
に
沢
山
の

人
や
物
を
乗
せ
、
大
空
を
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
、
描
く
事
で
、
観
る

人
に
、
夢
を
与
え
た
か
っ
た
。
私

は
、
龍
を
夢
を
観
よ
う
と
す
る
者

へ
の
、天
の
守
神
の
よ
う
に
思
っ

た
。

ケ
ー
ソ
ン
Ｄ

浦
上
光
喜（
熊
本
）

満
潮
の
時
に
は
見
え
な
い
自
然

と
の
調
和
、
潮
が
引
く
に
つ
れ
て

現
れ
て
く
る
自
然
の
営
み
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
と
い
う
人
工
物
が
年
月

を
経
て
、
フ
ジ
ツ
ボ
や
カ
キ
、
海

藻
が
付
着
、
そ
の
生
命
力
に
満
ち

溢
れ
た
偉
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

日
々
感
じ
て
、
ど
う
し
て
も
描
き

損保ジャパン美術財団奨励賞

孤高　F80

山下かじん

パリ賞　5月のアネクドーツ　F100

根木悟

上野の森美術館奨励賞

ウッホッホ　F100

いずみ穂旭

特選　なにみているのⅢ　F100

川口福代
特選　卓上の譜Ⅳ　F100

田辺幸子

特選　

こいのぼりとその仲間たち（Ⅰ） F100

すぎもと和
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表
し
た
く
な
っ
た
。

今
後
も
そ
ん
な
思
い
を
、
も
っ

と
深
く
表
現
し
た
い
。

瞳
の
奥

工
藤
静
香（
東
京
）

気
が
付
け
ば
特
選
を
い
た
だ
く

ま
で
に
十
五
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
こ
の
特

選
と
い
う
扉
が
最
初
の
一
歩
に
な

っ
た
気
が
し
ま
す
。

原
良
次
先
生
と
私
の
父
も
と
て

も
と
て
も
天
国
で
喜
ん
で
く
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
先
生

の
奥
さ
ま
が
言
い
ま
し
た
。「
絶

対
に
私
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
会

員
に
な
っ
て
ね
、
約
束
よ
」
と
。

奥
さ
ま
長
生
き
し
て
下
さ
い
。

城
下
煎
餅
屋
Ⅰ工

藤
絵
里
子（
埼
玉
）

自
分
の
心
を
打
っ
た
対
象
物
を
、

愛
情
を
持
っ
て
写
し
取
る
作
業
を

し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

そ
の
魅
力
が
共
感
で
は
な
く
て
も
、

見
る
人
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
で
理
解

で
き
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
想
起
さ
せ

る
よ
う
な
作
品
づ
く
り
を
し
た
い

で
す
。

こ
の
受
賞
の
喜
び
を
、
今
後
の

創
作
活
動
へ
の
力
に
変
え
、
前
進

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
ド
１

木
下
進（
滋
賀
）

画
面
構
成
に
金
属
と
セ
メ
ン
ト

を
使
い
マ
チ
エ
ー
ル
に
奥
深
い
イ

メ
ー
ジ
が
出
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

全
体
に
広
が
り
と
動
き
バ
ラ
ン
ス

を
意
識
し
な
が
ら
描
き
、
異
次
元

の
空
間
へ
、
現
在
か
ら
未
来
へ
と

続
く
道
ロ
ー
ド
を
テ
ー
マ
に
、
時

の
経
過
を
色
の
変
化
で
現
わ
し
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
中
心
部
に
青

空
を
描
き
、
明
る
い
世
界
を
自
分

な
り
に
表
現
し
ま
し
た
。

ア
ベ
ニ
ュ
ー
（
Ⅲ
）

金
折
文
男（
広
島
）

今
回
初
め
て
応
募
し
ま
し
た
。

受
賞
の
知
ら
せ
を
受
け
た
時
は
信

じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
し
た
。
そ

の
後
、
次
第
に
喜
び
の
実
感
が
湧

い
て
き
ま
し
た
。

受
賞
作
品
は
、
ア
メ
リ
カ
ミ
シ

ガ
ン
州
に
あ
る
フ
ラ
ン
ケ
ン
ム
ー

ス
（
ド
イ
ツ
村
）
の
風
景
で
す
。

閑
静
な
美
し
い
街
の
空
気
を
表
現

し
た
つ
も
り
で
す
。
特
に
色
彩
の

調
和
に
注
力
し
制
作
し
ま
し
た
。

人
の
居
る
空
間
Ⅱ片

岡
素
子（
東
京
）

私
は
人
物
と
空
間
を
意
識
し
て

制
作
し
て
き
ま
し
た
。
最
も
身
近

に
い
る
孫
の
幼
児
か
ら
子
供
に
変

わ
っ
て
い
く
体
型
や
動
作
に
惹
か

れ
画
面
に
組
み
合
わ
せ
て
み
ま
し

た
。
孫
に
対
し
て
の
感
情
に
捕
ら

わ
れ
ず
あ
く
ま
で
形
と
色
で
画
面

作
り
を
心
掛
け
ま
し
た
。
そ
う
し

た
作
品
で
特
選
を
い
た
だ
け
ま
し

た
事
は
望
外
の
喜
び
で
あ
り
大
き

な
励
み
と
な
り
ま
す
。

切
り
取
っ
た
風
形
Ⅰ

田
中
昌
美（
兵
庫
）

文
章
で
表
現
す
る
の
が
と
て
も

苦
手
な
の
で
キ
ャ
ン
バ
ス
に
向
か

っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
な
の
で
す

が
、
た
だ
き
れ
い
な
も
の
を
き
れ

い
に
描
く
の
で
は
な
く
、
反
射
す

特選　瞳の奥　F100

工藤静香

特選　ケーソンＤ　F100

浦上光喜

特選　城下煎餅屋Ⅰ　F100

工藤絵里子

特選　アベニュー（Ⅲ） F100

金折文男

特選　ロード１　F100

木下進

特選　人の居る空間Ⅱ　F100

片岡素子
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る
物
を
媒
体
に
し
て
様
々
な
事
象

を
画
面
の
上
で
表
現
出
来
た
ら
い

い
な
あ
と
思
っ
て
描
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
そ
の
姿
勢
を
壊
さ
ず

に
自
分
の
思
い
を
精
一
杯
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
楽
章

小
林
直
司（
新
潟
）

初
出
品
で
の
特
選
。
ヤ
ッ
ホ
ー
、

ヤ
ッ
ホ
ー
。
こ
だ
ま
す
る
喜
び
の

ヤ
ッ
ホ
ー
。

街
ゆ
け
ば
聞
こ
え
て
く
る
よ
人

間
賛
歌
。
歌
お
う
じ
ゃ
な
い
か
、

大
き
な
声
で
。
歌
え
ば
人
生
パ
ラ

ダ
イ
ス
。

わ
が
絵
に
は
歌
あ
れ
、
詩
あ
れ
、

歓
喜
あ
れ
。
あ
ら
ま
ほ
し
き
は
、

輝
く
い
の
ち
の
交
響
詩
。

い
ざ
行
か
ん
、
わ
が
友
よ
。

過
ぎ
し
日
か
ら
の
風
Ⅰ

永
井
勝（
東
京
）

初
入
選
し
て
三
年
目
の
今
回
、

特
選
の
受
賞
は
身
に
余
る
光
栄
で

す
。「
過
ぎ
し
日
か
ら
の
風
」
は
、

私
が
鉄
道
の
激
動
期
に
国
鉄
・
Ｊ

Ｒ
に
身
を
置
い
て
い
た
過
去
、
Ｏ

Ｂ
達
の
旧
交
は
今
も
続
き
風
の
便

り
に
元
の
職
場
を
思
い
出
す
。
ま

た
、
環
境
問
題
が
叫
ば
れ
る
今
日
、

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
で
鉄
道
が
注
目

さ
れ
ク
リ
ー
ン
な
輸
送
へ
の
思
い

を
合
わ
せ
て
構
成
し
制
作
し
ま
し

た
。

刻
を
超
え
て
Ⅲ西

眞
紀
子（
石
川
）

画
面
の
青
色
は
母
な
る
星
｜
地

球
の
色
、
空
、
そ
し
て
海
の
色
。

四
十
六
億
年
の
地
球
の
歴
史
の
中

で
、
生
ま
れ
て
は
消
え
て
ゆ
く
さ

ま
ざ
ま
な
命
、
人
間
も
ま
た
…
…
。

そ
し
て
自
分
自
身
も
い
つ
の
日
か
…
。

今
日
一
日
を
大
切
に
し
て
生
き
て

ゆ
き
た
い
。

そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
描
い
た
…
。

待
春

蒲
田
宏（
神
奈
川
）

師
匠
を
失
っ
た
者
が
制
作
途
上

行
き
詰
っ
て
何
を
考
え
た
か
。
よ

り
具
体
的
に
自
分
の
心
象
を
イ
メ

ー
ジ
出
来
る
レ
ベ
ル
へ
立
ち
戻
り
、

生
ま
れ
故
郷
の
山
陰
の
風
雪
、
ス

ケ
ッ
チ
に
よ
く
訪
れ
た
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
荒
涼
、
四
国
遍
路
を
敢

行
し
た
時
の
こ
れ
か
ら
歩
い
て
行

く
見
晴
る
か
す
遥
か
な
半
島
な
ど

を
思
い
出
し
整
理
し
て
取
り
組
ん

だ
。
自
分
の
風
景
が
生
ま
れ
た
。

化
身
Ⅰ

畑
す
づ
子（
三
重
）

今
回
二
回
で
、
夢
と
思
っ
て
い

た
特
選
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
と

て
も
嬉
し
く
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

シ
ュ
ッ
と
伸
び
た
葉
の
気
品
高

さ
と
、
体
に
は
沢
山
子
イ
モ
を
付

け
た
サ
ト
イ
モ
が
、
雨
も
降
っ
て

ほ
し
い
だ
ろ
う
と
カ
エ
ル
で
雨
の

イ
メ
ー
ジ
を
表
し
、
喜
ん
で
い
る

様
子
も
描
い
て
み
ま
し
た
。

干
潟
（
蟹
）

森
千

（
愛
知
）

「
さ
い
た
、
さ
い
た
、
さ
く
ら

が
　
さ
い
た
。」
真
新
し
い
十
二

色
の
ク
レ
パ
ス
。
胸
ふ
く
ら
ん
だ

小
学
一
年
生
。
遥
か
遠
い
記
憶
が

浮
か
ぶ
。
あ
の
時
と
同
じ
気
持
ち
。

特選　第二楽章　F100

小林直司

特選　切り取った風形Ⅰ　F100

田中昌美

特選　過ぎし日からの風Ⅰ　F100

永井勝

特選　待春　F100

蒲田宏

特選　刻を超えてⅢ　F100

西 眞紀子

特選　化身Ⅰ　F100

畑 すづ子



（7） 第58号 2010.  11.  6 二　　　　　　科

桜
色
の
ク
レ
パ
ス
で
描
い
た
校
門

横
の
木
。
丸
坊
主
山
の
細
い
登
山

道
。
赤
褐
色
の
道
の
線
が
美
し
か

っ
た
。
額
装
さ
れ
飾
ら
れ
た
。
そ

の
時
の
想
い
が
、
絵
を
描
く
こ
と

が
好
き
な
私
の
原
点
か
も
し
れ
な

い
。

マ
ッ
ハ
7
号今

泉
あ
か
ね（
神
奈
川
）

日
々
生
活
の
中
で
感
動
し
た
こ

と
、
胸
の
奥
に
引
っ
掛
か
っ
て
い

る
思
い
出
な
ど
を
面
白
い
形
で
表

現
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

マ
ッ
ハ
7
号
は
、
人
生
の
中
で

奮
闘
し
て
い
る
様
を
勢
い
と
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
描
け
た
ら
と
考
え

て
い
ま
し
た
。

口
下
手
な
自
分
の
唯
一
あ
る
自

己
表
現
の
場
、
こ
の
賞
を
励
み
に

し
、
大
切
に
し
た
い
で
す
。

木
材
置
場

加
藤
裕
子（
愛
知
）

絵
の
具
で
あ
あ
だ
、
こ
う
だ
と

や
る
の
は
楽
し
く
て
、
時
間
も
こ

ま
切
れ
に
ち
ょ
こ
っ
と
ず
つ
描
い

て
い
た
ら
い
つ
の
間
に
か
十
六
回

目
の
出
品
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

特
選
と
い
う
人
生
の
ご
褒
美
を
も

ら
っ
た
気
持
ち
で
す
。
う
れ
し
い

で
す
。
こ
の
ま
ま
続
け
て
描
い
て

い
け
た
ら
、
と
思
い
ま
す
。

窓
辺
（
不
安
な
舞
）

山
田
祐
二（
新
潟
）

海
の
見
え
る
美
術
室
の
眺
め
に

想
を
得
て
「
窓
辺
」
の
シ
リ
ー
ズ

を
十
年
ほ
ど
制
作
し
て
き
ま
し
た
。

作
品
を
通
し
て
、命（
生
）の
儚
さ

や
不
安
感
を
表
現
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
軽
や
か
に

表
現
で
き
ず
に
い
た
の
で
す
が
、

今
回
の
受
賞
で
ス
ッ
と
力
み
が
と

れ
た
感
じ
で
す
。

今
後
も
魅
力
の
あ
る
作
品
づ
く

り
に
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
地
10-

A
前
田
友
幸
（
鹿
児
島
）

初
出
品
か
ら
二
十
四
回
目
、
賞

に
は
縁
が
な
い
と
諦
め
て
い
た
の

で
、
今
回
の
受
賞
は
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

「
生
物
の
生
命
を
は
ぐ
く
む
の

は
地
球
」
太
古
の
昔
か
ら
生
命
は

大
地
か
ら
生
ま
れ
、
大
地
に
帰
る
。

十
年
ほ
ど
前
か
ら
命
の
起
源
を
テ

ー
マ
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
き
た
い

題
材
で
す
。

い
ざ
な
い

竹
淵
直
美
（
埼
玉
）

こ
の
度
は
特
選
と
い
う
賞
を
い

た
だ
き
誠
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
さ
か
自
分
が
と
れ
る
と
は
思
っ

て
お
ら
ず
、
大
変
驚
い
て
お
り
ま

す
。
私
の
絵
は
自
分
の
心
の
世
界
、

も
し
く
は
自
分
の
脳
の
内
、
そ
れ

と
現
実
や
自
分
を
取
り
巻
く
外
の

世
界
と
の
葛
藤
や
曖
昧
さ
を
テ
ー

マ
に
し
て
描
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

公
園
で
憩
う
人
5

八
田
宜
毅
（
愛
知
）

「
サ
バ
ン
ナ
へ
」、「
バ
オ
バ
ブ

の
樹
の
下
で
」
等
の
題
名
で
、
永

記念賞　マッハ7号　F100

今泉あかね

特選　干潟（蟹） F100

森 千

特選　木材置場　F100

加藤裕子

特選　大地10-A S80

前田友幸

特選　窓辺（不安な舞） F100

山田祐二

特選　いざない　F100

竹淵直美



二　　　　　　科 2010.  11.  6 第58号 （8）

年
ア
フ
リ
カ
の
人
達
を
描
い
て
き

ま
し
た
。
が
、
も
っ
と
身
近
な
人

達
を
と
思
い
、
こ
こ
数
年「
公
園

で
憩
う
人
」を
描
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
、
大
変
喜
ん
で
い

ま
す
。
今
後
、
一
層
精
進
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ゆ
め
の
よ
う
な米

倉
し
お
り（
石
川
）

こ
の
度
は
特
選
と
い
う
賞
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
、
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
制
作
は
穏
や
か
さ
、
や
わ

ら
か
さ
が
テ
ー
マ
で
す
。
私
の
頭

の
中
に
住
ん
で
い
る
動
物
た
ち
の

日
常
風
景
を
、
特
に
何
も
起
こ
ら

な
い
、
こ
ん
な
や
さ
し
い
日
が
ず

っ
と
続
き
ま
す
よ
う
に
。

そ
う
い
う
願
い
で
描
い
て
い
ま

す
。

刻
Ⅲ

服
部
幸
雄（
群
馬
）

生
と
死
、そ
の
狭
間
を
歩
み
続

け
る
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
い
ま
す
。

生
き
て
い
る
瞬
間
の
積
み
重
な

り
を
人
物
（
女
）
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
る
画
面
構
成
で
表
現
し
よ
う

と
試
み
て
い
ま
す
。

こ
の
テ
ー
マ
で
の
制
作
は
、
七

年
目
と
な
り
ま
す
が
、
挑
戦
は
、

今
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

無
題
Ⅲ

山
本
淳（
富
山
）

私
は
長
い
間
、
何
の
た
め
に
絵

を
描
い
て
い
る
の
か
、
自
分
の
表

現
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
を
考

え
て
き
ま
し
た
。
あ
る
時
、
な
ん

と
な
く
自
画
像
を
描
く
と
そ
こ
に

自
己
の
抱
え
て
い
る
不
安
や
辛
さ

が
表
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。
私
が
何
を
表
現
す
る
べ

き
か
を
見
つ
け
た
瞬
間
で
し
た
。

今
回
の
作
品
は
、
手
を
描
く
こ
と

に
自
己
の
想
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

珊
瑚
礁
の
化
身
Ａ鶴

田
英
輝（
福
岡
）

継
続
は
力
な
り
〜
絵
画
制
作
と

空
手
道
の
文
武
両
道
よ
り
実
感
と

し
て
、
こ
の
受
賞
を
心
と
体
で
受

け
と
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
時
間
に
自
分
が
生
か
さ
れ
て
い

る
事
に
感
謝
し
ま
す
。
珊
瑚
シ
リ

ー
ズ
を
五
年
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

未
だ
継
続
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

海
上
勤
務
が
長
か
っ
た
た
め
、
珊

瑚
の
保
護
を
訴
え
た
く
、
日
本
の

そ
し
て
世
界
の
海
を
守
り
た
い
と

思
う
。

対
語

遠
山
恵
子（
新
潟
）

受
賞
の
知
ら
せ
を
受
け
ま
し
て

夢
か
と
、
思
わ
ず
頬
を
つ
ね
っ
た

程
大
き
な
喜
び
で
し
た
。

モ
チ
ー
フ
と
し
て
女
と
鳥
を
、

描
い
て
き
ま
し
た
が
、
鳥
に
は
自

由
へ
の
憧
れ
が
あ
り
ま
す
。
描
い

て
い
る
時
、
日
常
か
ら
は
解
放
さ

れ
鳥
の
様
に
絵
の
中
で
羽
ば
た
け

る
の
で
す
。

こ
れ
を
機
に
、さ
ら
な
る
向
上

を
め
ざ
し
て
、努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

変
遷

吉
永
修（
熊
本
）

記
念
賞
を
拝
受
し
大
変
に
感
激

し
て
い
ま
す
。
多
数
の
友
人
か
ら

第95回記念賞

珊瑚礁の化身A F100

鶴田英輝

特選　無題Ⅲ　F100

山本淳

第95回記念賞　対語　F100

遠山恵子

特選　ゆめのような　F100

米倉しおり
特選　公園で憩う人 5 F100

八田宜毅

特選　刻Ⅲ　F100

服部幸雄



（9） 第58号 2010.  11.  6 二　　　　　　科

お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
一
層

精
進
せ
ね
ば
と
決
意
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

朽
ち
る
板
。
木
肌
の
目
を
見
て

い
る
と
、
時
の
流
れ
、
そ
の
変
遷

と
無
常
感
を
考
え
さ
せ
ら
れ
自
分

自
身
も
更
な
る
前
進
へ
と
念
じ
つ

つ
描
き
ま
し
た
。

次
回
に
向
け
制
作
意
欲
を
高
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

増
殖
の
マ
ト
リ
ク
ス
（2）

佐
野
武
夫（
愛
知
）

こ
の
テ
ー
マ
で
応
募
を
始
め
て

七
年
、
そ
の
間
の
制
作
を
凝
縮
し

た
作
品
の
受
賞
と
思
い
喜
ん
で
い

ま
す
。

華
や
か
な
発
展
を
見
せ
る
現
代

社
会
。し
か
し
、
限
り
な
く
増
大

し
多
様
化
し
て
い
く
未
来
社
会
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
不
透
明
で
す
。

現
代
人
が
持
つ
不
安
や
緊
張
を

心
象
的
な
モ
チ
ー
フ
で
表
現
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

風
の
中

中
井
美
甫（
三
重
）

テ
レ
ビ
は
牛
の
話
題
だ
っ
た
。

九
州
の
牛
が
危
険
。
長
年
通
っ
た

自
宅
近
く
の
牛
舎
に
ス
ケ
ッ
チ
は

迷
っ
た
。
怖
か
っ
た
。

頑
張
っ
て
！
生
き
て
！
と
私
は

呟
き
な
が
ら
、
乳
牛
だ
っ
た
牛
が
、

日
毎
角
を
出
し
て
戦
う
牛
に
変
化

し
て
い
っ
た
。
八
月
、
朗
報
を
片

手
に
牛
舎
に
走
っ
た
。
牛
達
も
喜

ん
で
く
れ
た
。

モ
〜
嬉
し
か
っ
た
。
嬉
し
嬉
し

か
っ
た
。
最
高
に
。

共
存
Ⅰ

世
古
明
子（
静
岡
）

サ
ボ
テ
ン
の
形
の
お
も
し
ろ
さ
、

特
徴
の
あ
る
ト
ゲ
・
花
・
実
そ
の

上
日
照
り
や
日
照
不
足
に
耐
え
ら

れ
る
こ
の
植
物
の
生
命
力
の
強
さ

に
魅
せ
ら
れ
絵
を
描
き
つ
づ
け
ま

し
た
。
さ
ら
に
生
き
物
と
の
か
か

わ
り
を
知
る
こ
と
で
「
共
存
」
と

い
う
主
題
に
た
ど
り
つ
き
ま
し
た
。

今
後
も
サ
ボ
テ
ン
を
中
心
と
し

た
楽
園
を
テ
ー
マ
に
制
作
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

海
か
ら
の
贈
り
物
Ⅲ

木
村
ユ
リ（
神
奈
川
）

二
科
に
魅
せ
ら
れ
て
出
品
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
色
々
な

モ
チ
ー
フ
を
描
い
て
来
ま
し
た
が
、

最
近
は
海
が
作
り
だ
す
自
然
界
の
不

思
議
な
形
や
色
な
ど
を
ど
の
よ
う
に

表
現
し
よ
う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

九
十
五
回
と
い
う
節
目
の
記
念
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
五
年
後
の
自
分

が
魅
力
あ
る
仕
事
を
で
き
る
よ
う
心

が
け
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
レ
リ
ュ
ー
ド
'10
｜
①

塚
本
和
美（
福
岡
）

初
め
て
の
受
賞
で
、
職
場
や
二

科
関
係
者
の
方
々
か
ら
祝
福
を
受

け
、
感
激
し
ま
し
た
。
皆
様
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

プ
レ
リ
ュ
ー
ド
と
は「
序
曲
」と
い

う
意
味
で
、自
然
が
時
を
か
け
て
再

生
を
始
め
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
ま

す
。作
品
を
見
て
、風
や
流
水
の
音
を

感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

受
賞
を
新
た
な
起
点
と
し
、更
に
精

進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第95回記念賞　海からの贈り物Ⅲ

S80

木村ユリ

特選　共存Ⅰ　S80

世古明子
第95回記念賞

プレリュード'10－①　S80

塚本和美

第95回記念賞

増殖のマトリクス（2） F100

佐野武夫

第95回記念賞　変遷　F100

吉永修

第95回記念賞　風の中　F100

中井美甫



二　　　　　　科 2010.  11.  6 第58号 （10）

毎
年
搬
入
日
が
誕
生
日
で
す

の
で
、
い
つ
も
出
品
す
る
と
歳

を
と
り
ま
す
。
毎
回
の
陳
列
作

業
に
上
京
し
、
沢
山
の
刺
激
と

課
題
を
鹿
児
島
に
持
ち
帰
り
、

そ
し
て
ま
た
作
り
始
め
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
や
マ
レ
ー
シ
ア
に
居

る
時
に
は
現
地
で
作
っ
た
作
品

を
送
り
ま
し
た
。
ど
こ
に
居
て

も
何
を
作
っ
て
も
、
今
後
は
二

科
会
会
員
と
し
て
の
責
務
を
全

う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

栄
え
あ
る
二
科
賞
と
い
う
重
き

賞
を
い
た
だ
き
、
喜
び
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

の
応
援
や
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
の
今
回
の
受
賞
と
実
感
し
て
お

り
ま
す
。
今
回
の
作
品
は
鎌
倉
時

代
の
欅
の
木
を
譲
っ
て
い
た
だ
い

て
制
作
を
始
め
ま
し
た
。
時
代
を

超
え
て
素
材
が
語
る
シ
グ
ナ
ル
を

自
分
自
身
と
重
ね
て
考
え
る
の
で

は
な
く
感
じ
て
制
作
す
る
事
を
試

み
ま
し
た
。

此
処
一
年
ほ
ど
、
影
を
テ
ー

マ
に
制
作
を
続
け
て
い
ま
す
。

猫
が
持
っ
て
い
る
幻
想
的
、

幻
惑
的
な
部
分
を
如
何
に
し
て

表
せ
る
か
。
影
も
ま
た
幻
想
的

な
世
界
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
ヒ

ョ
ロ
リ
と
し
た
猫
と
細
い
影
が

重
な
り
合
っ
て
作
り
出
す
空
気

感
を
よ
り
強
調
す
る
た
め
に
、

影
を
壁
に
当
て
、
垂
直
に
立
た

せ
ま
し
た
。

大
き
な
賞
を
い
た
だ
き
、
嬉

し
さ
一
杯
で
す
。
粘
土
と
い
う

可
塑
性
の
あ
る
素
材
を
使
っ
て

表
現
し
て
い
く
の
が
お
も
し
ろ

く
、
ま
た
大
好
き
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
日
常
の
何
気
な
い
仕

草
や
、
情
景
を
通
し
、
人
体
に

何
を
語
ら
せ
た
い
か
考
え
な
が

第95回展
総評

［彫刻］

創
造
の
星

理
事
　
日
高
頼
子

例
年
に
な
い
異
常
な
猛
暑
の

中
、
制
作
に
全
力
を
注
い
だ
個

性
豊
か
な
百
八
十
数
点
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

材
質
も
最
近
で
は
多
様
化
し

石
、
木
、
鉄
、
ア
ル
ミ
、
ブ
ロ

ン
ズ
、
チ
タ
ン
、
ポ
リ
エ
ス
テ

ル
、
エ
ポ
キ
シ
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
、

紙
、
竹
等
で
彩
色
を
施
し
た
作

品
が
多
く
観
ら
れ
、
素
材
の
質

感
と
相
ま
っ
て
華
や
か
で
活
気

あ
る
雰
囲
気
を
会
場

内
に
醸
し
出
し
て
お

り
ま
し
た
。

「
現
代
を
認
識
す

る
徹
底
性
に
於
い
て
、

一
流
一
派
式
に
会
の

方
向
性
を
限
定
す
る

態
度
を
採
ら
な
い
」

と
す
る
二
科
会
趣
旨

は
、
多
種
多
様
な
作

品
群
の
裡
に
確
か
に

息
づ
い
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

会
場
構
成
も
野
外

展
示
、
室
内
展
示
と

も
全
体
と
し
て
落
ち

着
き
と
広
が
り
を
持

ち
鑑
賞
し
や
す
く
、

試
行
錯
誤
す
る
中
で

の
陳
列
委
員
の
苦
労

が
偲
ば
れ
ま
し
た
。

尚
、
巡
回
展
作
品

展
示
場
所
は
前
光
線
ゆ
え
陰
影

が
付
か
ず
立
体
感
を
表
現
で
き

な
か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
。

そ
の
影
響
か
ら
か
、
作
者
の
力

量
が
充
分
に
感
じ
ら
れ
ず
小
品

制
作
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。今

年
は
95
回
展
を
迎
え
ま
し

た
が
一
九
一
四
年
に
結
成
し
た

二
科
会
は
多
く
の
秀
れ
た
芸
術

家
を
輩
出
し
、
そ
の
作
品
は
作

家
の
精
神
と
共
に
生
き
続
け
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
今
尚
そ
の

長
い
歴
史
は
刻
み
続
け
て
お
り

ま
す
。
戦
争
を
は
さ
ん
で
の
先

輩
達
の
ご
苦
労
は
い
か
ば
か
り

で
あ
っ
た
事
か
と
想
う
に
つ
け
、

二
科
会
の
為
に
尽
力
下
さ
れ
た

先
生
方
の
大
き
な
功
績
に
頭
が

下
が
り
ま
す
。

彫
刻
芸
術
は
ま
さ
に
人
類
の

歴
史
と
共
に
歩
み
続
け
、
し
か

も
彫
刻
へ
の
理
解
は
そ
の
人
の

立
っ
て
い
る
社
会
の
叡
智
や
感

覚
を
通
し
て
深
め
ら
れ
、
息
づ

い
て
い
る
よ
う
に
想
い
ま
す
。

彫
刻
で
な
け
れ
ば
発
言
出
来
な

い
世
界
、
彫
刻
で
な
け
れ
ば
表

現
で
き
な
い
美
を
宿
す
。
新
鮮

で
輝
く
不
思
議
さ
の
内
に
彫
刻

の
普
遍
性
を
想
い
ま
す
。

芭
蕉
の
言
葉
「
不
易
流
行
」

の
精
神
は
私
に
と
っ
て
深
く
心

に
響
き
ま
す
。
世
の
中
が
ど
の

様
に
揺
れ
動
こ
う
と
も
流
行
に

捕
ら
わ
れ
ず
、
変
わ
る
こ
と
の

な
い
世
界
を
見
つ
め
て
い
き
た

い
も
の
と
想
い
ま
す
。

公
募
展
な
ら
で
は
の
機
会
を

大
切
に
し
て
、
年
に
一
度
の
再

会
の
悦
び
と
次
代
を
担
う
新
人

の
新
鮮
な
作
品
に
希
望
を
か
け

て
、
互
い
の
創
造
の
星
に
つ
い

て
篤
い
心
で
語
り
合
い
論
じ
合

う
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

今
日
の
自
分
よ
り
も
明
日
の

自
分
自
身
を
観
る
為
に
。

会場風景（彫刻）

第
95
回
記
念
二
科
展

受
賞
者
氏
名（
彫
刻
部
）

文
部
科
学
大
臣
賞

鷲
　
崎
　
直
　
子
（
東
京
）

二
科
賞

林
　
　
　
一
　
平
（
石
川
）

第
95
回
記
念
大
賞

島
　
田
　
紘
一
呂
（
東
京
）

ロ
ー
マ
賞

幡
　
　
　
青
　
果
（
東
京
）

損
保
ジ
ャ
パ
ン
美
術
財
団
奨
励
賞

金
　
巻
　
芳
　
俊
（
東
京
）

彫
刻
の
森
美
術
館
奨
励
賞

西
　
井
　
佑
　
助
（
神
奈
川
）

会
員
賞

岡
　
村
　
謹
　
史
（
神
奈
川
）

安
　
田
　
明
　
長
（
東
京
）

会
友
賞

池
　
田
　
嘉
　
文
（
東
京
）

工
　
藤
　
　
　
直
（
秋
田
）

特
選

井
　
上
　
な
ぎ
さ
（
神
奈
川
）

佐
々
木
　
友
二
郎
（
神
奈
川
）

角
　
谷
　
豊
　
明
（
新
潟
）

第
95
回
記
念
賞

中
　
村
　
淳
　
子
（
岐
阜
）

佐
々
木
　
　
　
諒
（
東
京
）

会
員
推
挙

宮
　
薗
　
広
　
幸
（
鹿
児
島
）

会
友
推
挙

金
　
　
　
桂
　
鎬
（
韓
国
）

土
　
井
　
満
　
治
（
広
島
）

都
　
丸
　
洋
　
一
（
群
馬
）

丸
　
山
　
恵
　
美
（
新
潟
）

会
員
に
な
っ
て

―
自
己
紹
介
―宮薗広幸

（彫刻）
二科賞
林一平

受
賞
者
喜
び
の
言
葉

―
制
作
のね

ら
い
な
ど
―

第95回記念大賞
島田紘一呂

ローマ賞
幡青果
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ら
作
品
を
創
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
賞
を
機
会
に
、

先
人
達
の
作
品
を
し
か
と
覧
て

ま
い
り
ま
す
。

T
ab
o
o

西
井
佑
助

今
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
す

る
場
を
失
い
、
私
達
の
欲
動
は
、

歪
み
、
捻
れ
た
「
カ
タ
チ
」
で

放
た
れ
始
め
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
人
体
を
「
物

質
世
界
」
と
「
精
神
世
界
」
の

境
界
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
私

た
ち
の
持
つ
世
代
感
を
、
檜
の

持
つ
生
々
し
い
質
感
を
借
り
て

表
現
し
た
も
の
で
す
。

相
対
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ス金巻

芳
俊

我
々
、
人
間
に
は
現
状
を

「
変
え
た
い
」「
変
え
た
く
な

い
」
と
い
う
願
望
を
同
時
に
抱

く
事
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
相

反
す
る
二
つ
の
思
考
、
感
情
が

存
在
し
、
心
的
葛
藤
が
あ
る
状

態
の
事
を
「
ア
ン
ビ
バ
レ
ン

ス
」
と
い
う
。
こ
の
二
律
相
反

す
る
感
情
こ
そ
人
間
そ
の
も
の

だ
と
感
じ
、
カ
タ
チ
に
刻
み
込

ん
だ
。

ロ
ー
マ
賞
　
華
　
幡
青
果

二
科
賞
　
大
地
の
シ
グ
ナ
ル
　
林
一
平

第
95
回
記
念
大
賞

ILLU
S
O
R
Y
S
H
A
D
O
W

俄
雨
　
島
田
紘
一
呂

彫
刻
の
森
美
術
館
奨
励
賞
　T

ab
o
o

西
井
佑
助

損
保
ジ
ャ
パ
ン
美
術
財
団
奨
励
賞
　
相
対
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ス
　
金
巻
芳
俊

受
賞
作
品

―
制
作
の

ね
ら
い
な
ど
―
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青
い
空

井
上
な
ぎ
さ

大
自
然
の
中
で
、
時
の
流
れ

が
止
ま
っ
た
様
な
、
こ
ど
も
の

あ
る
ひ
と
時
を
表
現
し
て
い
ま

す
。1

・
5
〜
2
・
0
ミ
リ
厚
の

銅
板
を
使
い
、
鍛
金
技
法
に
よ

り
作
り
ま
し
た
。
風
船
や
、
彫

刻
内
部
構
造
体
に
ス
テ
ン
レ
ス

を
使
っ
て
い
ま
す
。
形
を
打
ち

出
し
た
銅
板
を
熔
接
で
繋
ぎ
、

作
っ
て
い
ま
す
。

風
に
な
れ

角
谷
豊
明

自
然
と
人
体
の
一
体
感
を
表

現
し
た
い
と
考
え
、
風
を
テ
ー

マ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ど
う
し

た
ら
一
体
感
が
表
現
で
き
る
か

風
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
は
数

多
く
あ
る
。
そ
こ
で
人
体
に
穴

を
開
け
た
り
モ
ザ
イ
ク
風
に
表

現
し
、
風
を
同
化
さ
せ
て
み
た

い
と
思
い
制
作
し
ま
し
た
。

お
み
や
げ

佐
々
木
諒

か
た
ち
に
対
し
、
で
き
る
だ

け
何
も
し
な
い
関
わ
り
方
で
あ

っ
て
、
よ
り
深
く
関
わ
り
た
い
。

つ
く
る
こ
と
か
ら
の
逃
げ
と
い

う
よ
り
は
、
彫
刻
よ
り
も
以
前

に
身
近
に
あ
る
も
の
と
し
て
、

無
意
識
の
日
々
の
な
か
で
出
会

っ
て
き
た
記
憶
の〝
木
〞が
あ

っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

Y
U
JI -R

O
A
D

佐
々
木
友
二
郎

「
彼
女
が
い
る
他
大
学
へ
進

学
し
た
い
」
と
正
直
に
先
生
に

切
り
出
す
と
、「
愛
と
彫
刻
を

同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
乗
せ
る
事
は

出
来
な
い
」
と
若
造
に
は
深
す

ぎ
る
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。

こ
の
自
刻
像
は
『
人
と
彫
刻

を
愛
し
て
生
き
て
い
き
た
い
』

と
い
う
私
の
決
意
表
明
で
す
。

先
生
、
馬
鹿
で
す
み
ま
せ
ん
。

静
思
の
時-

２
０
１
０-中

村
淳
子

長
い
闘
病
生
活
の
中
で
身
体

は
自
己
と
い
う
心
の
空
間
と
密

接
に
結
び
つ
い
た
ひ
と
つ
の
宇

宙
。
心
を
包
む
袋
で
あ
る
と
感

じ
た
。
肉
は
大
陸
。
血
管
は
河

川
。
血
は
そ
こ
を
流
れ
る
水
。

す
べ
て
大
宇
宙
と
相
互
関
係
を

持
っ
て
い
る
。
今
、
す
べ
て
を

受
け
入
れ
、
木
と
対
峙
し
、
静

か
に
己
を
見
つ
め
る
私
が
在
る
。

特選　青い空　井上なぎさ第95回記念賞　おみやげ　佐々木諒 特選　風になれ　角谷豊明

特選　YUJI-ROAD 佐々木友二郎

第95回記念賞　静思の時-2010- 中村淳子
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国
立
新
美
術
館
で
四
年
目

を
迎
え
た
二
科
展
が
、
絵
画
・

彫
刻
・
デ
ザ
イ
ン
・
写
真
四

部
の
美
術
展
覧
会
と
し
て
認

知
さ
れ
、
今
年
も
多
く
の
方

に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
た
こ

と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

今
回
か
ら
二
階
に
入
場
券

売
場
を
設
け
た
こ
と
に
よ
り
、

一
階
受
付
を
通
ら
ず
に
写
真

部
会
場
へ
来
場
す
る
方
達
の

誘
導
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ

と
が
出
来
、
大
い
に
役
立
ち

ま
し
た
。

第
58
回
を
迎
え
た
二
科
会

写
真
部
展
に
は
、
全
国
よ
り

過
去
最
多
の
公
募
作
品
が
寄

せ
ら
れ
、
昨
年
同
様
「
一
般

部
門
」「
組
写
真
部
門
」「
学

生
部
門
」
で
厳
正
な
審
査
に

よ
っ
て
選
ば
れ
た
作
品
は
、会

員
・
会
友
作
品
と
合
わ
せ
、
展

示
点
数
一
四
六
六
作
品
に
及
び

ま
し
た
。

写
真
部
会
員
が
入
賞
作
品

を
解
説
す
る
形
式
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
も
今
年
は
四
日
、

八
日
、
十
二
日
と
三
回
開
催

し
、
多
く
の
来
観
者
が
熱
心

に
耳
を
傾
け
る
様
子
が
印
象

的
で
し
た
。

近
年
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の

普
及
に
よ
っ
て
、

わ
が
国
の
写
真

人
口
は
ま
す
ま

す
増
大
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
携

帯
電
話
の
カ
メ

ラ
機
能
も
、
よ

り
高
性
能
化
さ

れ
、
今
や
国
民

の
大
多
数
が
常

に
カ
メ
ラ
を
所

持
し
て
い
る
と

い
う
、
驚
く
べ

き
総
カ
メ
ラ
マ

ン
時
代
と
言
え

ま
す
。
も
は
や

写
真
を
撮
る
こ
と
は
日
常
的

な
行
為
と
な
っ
て
い
ま
す
。

膨
大
な
映
像
が
世
に
溢
れ

る
時
代
を
反
映
し
、
や
や
も

す
る
と
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ

ン
ス
」
を
パ
ソ
コ
ン
で
作
る

と
い
う
、
写
真
に
対
す
る
意

識
と
価
値
観
が
希
薄
と
い
う

指
摘
も
多
く
あ
り
ま
す
。

写
真
表
現
は
ま
す
ま
す
多

様
化
し
、「
写
真
」
と
い
う
基

本
的
な
概
念
す
ら
ゆ
ら
い
で

い
ま
す
が
、
二
科
会
写
真
部

は
表
現
者
と
し
て
、
創
作
者

と
し
て
発
信
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
は
何
か
、
常
に
自
ら
へ

の
問
い
か
け
を
怠
る
こ
と
な

く
精
進
し
、
写
真
文
化
の
向

上
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る

こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り

ま
す
。

第
95
回
展
も
、
絵
画
部
、
彫

刻
部
、
写
真
部
に
何
か
と
お
世

話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
年
々
四
部
門
の
一
体

感
が
増
し
、
深
ま
っ
て
き
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
部
で
は
、
毎
年
、

公
共
的
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し

て
、
同
じ
テ
ー
マ
を
会
友
、
会

員
も
制
作
し
て
展
示
す
る
こ
と

で
、
そ
の
テ
ー
マ
を
啓
発
、
周

知
す
る
、
さ
さ
や
か
で
す
が
社

会
貢
献
を
す
る
こ
と
を
特
長
と

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
環
境

省
、
農
林
水
産
省
の
後
援
に
よ

る
「
２
０
１
０
年
国
際
生
物
多

様
性
年
」
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
十
月
に
名
古
屋
で

生
物
多
様
性
に
つ
い
て
の
国
際

会
議
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
十

月
の
二
科
名
古
屋
展
で
展
示
す

れ
ば
タ
イ
ム
リ
ー
で
効
果
的
で

あ
る
と
の
思
い
で
し
た
が
、
事

情
に
よ
り
名
古
屋
展
が
十
二
月

に
な
っ
て
し
ま
い
残
念
で
す
。

生
物
多
様
性
と
は
、
あ
ら
ゆ

る
生
物
と
そ
れ
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
生
態
系
の
豊
か
さ

や
、
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い

る
状
態
や
生
物
が
過
去
か
ら
未

来
へ
と
伝
え
る
遺
伝
子
の
多
様

さ
ま
で
を
含
め
た
幅
広
い
概
念

だ
そ
う
で
す
。「
生
命
体
」
は

機
械
の
よ
う
に
必
要
不
可
欠
な

パ
ー
ツ
だ
け
で
生
き
て
い
る
の

で
は
な
く
、
脳
で
も
、
人
体
を

構
成
す
る
細
胞
の
遺
伝
子
Ｄ
Ｎ

Ａ
で
も
、
一
見
無
駄
と
も
思
わ

れ
る
よ
う
な
パ
ー
ツ
を
た
く
さ

ん
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の

だ
そ
う
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
部
の

作
品
も
、
表
現
材
料
、
表
現
方

法
、
表
現
領
域
の
パ
ー
ツ
が
驚

く
ほ
ど
多
彩
で
、
自
由
で
、
解

放
的
で
、
そ
れ
ら
の
作
品
の
多

様
性
は
、
生
物
多
様
性
の
あ
り

方
、
概
念
と
同
じ
で
は
な
い
か

と
思
わ
せ
る
よ
う
な
作
品
展
示

に
な
り
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
は

「
形
態
は
機
能
に
従
う
」
と
い

う
時
代
か
ら
、
生
活
者
の
空
気

を
か
ぎ
わ
け
可
視
化
す
る
デ
ザ

イ
ン
と
し
て
、
形
態
と
機
能
は

そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
求
め
ら
れ
、

現
在
は
デ
ザ
イ
ン
の
あ
り
方
が

「
形
態
は
欲
望
に
従
う
」
と
な

り
、
い
く
つ
か
の
情
報
の
パ
ー

ツ
を
組
み
合
わ
せ
て
生
み
出
し
、

特
有
の
魅
力
で
人
を
惹
き
つ
け

て
刺
激
を
あ
た
え
る
ア
ー
テ
ィ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
デ
ザ
イ
ン
に
な

っ
て
い
ま
す
。
二
科
展
デ
ザ
イ

ン
部
の
作
品
は
、
そ
う
し
た
時

代
が
生
ん
だ
作
品
群
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

ケ
ー
タ
イ
、
メ
ー
ル
、
ネ
ッ

ト
に
覆
わ
れ
て
い
る
現
在
は
、

多
く
の
知
ら
な
い
人
た
ち
と
す

ぐ
に
つ
な
が
る
回
路
が
開
か
れ

て
い
て
、
出
か
け
な
く
て
も
、

会
わ
な
く
て
も
、
多
く
の
人
と

つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

に
あ
り
ま
す
が
、
二
科
展
の
よ

う
な
展
覧
会
は
、
会
場
で
直
接

作
品
と
接
し
、
表
現
す
る
人
、

見
る
人
が
出
会
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
ネ
ッ

ト
社
会
だ
か
ら
こ
そ
必
要
な
貴

重
な
空
間
だ
と
思
い
ま
す
。
二

科
展
デ
ザ
イ
ン
部
は
、
ウ
ェ
ブ

化
社
会
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
の
変

容
、
文
化
の
変
容
を
認
識
し
つ

つ
、
時
代
の
空
気
と
時
間
を
共

有
し
、
常
に
「
今
」
を
発
信
す

る
空
間
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

生
物
多
様
性
と
デ
ザ
イ
ン
部
の
多
様
性
。

二
科
会
デ
ザ
イ
ン
部
代
表
今
村
昭
秀

デザイン部展示会場

時
代
に
埋
没
す
る
こ
と
の
な
い

魅
力
あ
る
作
品

一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真
部

ギャラリートークで解説する
畠山俊彦会員、村上則子会員

写真部展示会場
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本
年
度
の
二
科
展
授
賞
式

は
、
織
田
廣
喜
理
事
長
の
も

と
、
九
月
一
日
、
国
立
新
美

術
館
講
堂
に
於
い
て
各
来
賓

の
方
々
を
含
め
、
受
賞
者
の

賞
状
授
与
が
執
り
行
わ
れ
た
。

今
年
の
授
賞
式
も
昨
年
に

引
き
続
き
、
デ
ザ
イ
ン
部
の

堀
川
中
央
運
営
委
員
に
受
賞

作
品
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
制
作

を
依
頼
し
、
受
賞
者
授
与
に

合
せ
て
作
品
が
正
面
の
大
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
、

列
席
者
の
感
動
を
呼
ぶ
素
晴

ら
し
い
授
賞
式
と
な
っ
た
。

今
年
は
記
念
展
で
も
あ
り
、

第
95
回
記
念
大
賞
・
記
念
賞

が
特
別
に
設
け
ら
れ
た
所
為

も
あ
り
、
会
場
は
昨
年
よ
り

倍
以
上
の
列
席
者
と
な
っ
て
、

盛
大
か
つ
盛
況
の
内
に
授
賞

式
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

心
に
深
く
残
る
授
賞
式
は
、

受
賞
者
や
列
席
者
、
そ
し
て

式
を
執
り
行
う
関
係
者
の
気

持
ち
が
一
つ
に
な
っ
て
初
め

て
調
和
の
と
れ
た
素
晴
ら
し

い
授
賞
式
に
な
っ
て
い
く
と

年
々
実
感
し
て
い
る
。
来
年

度
は
更
に
素
敵
な
授
賞
式
と

な
る
よ
う
心
が
け
て
い
き
た

い
。

塙
珠
世

第
95
回
記
念
二
科
展
で
は
九

月
四
日
と
十
一
日
の
夕
刻
、
会

場
内
で
恒
例
の
金
曜
ナ
イ
ト
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
四
回
目
の
コ
ン
サ
ー
ト

は
昨
年
好
評
を
得
た
ア
ー
チ
ス

ト
に
再
び
出
演
協
力
を
い
た
だ

き
、
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
サ
ン
ミ

ッ
シ
ェ
ル
で
大
成
功
を
収
め
現

在
活
躍
中
の
和
楽
器
奏
者
『
Ａ

Ｕ
Ｎ
』
と
そ
の
仲
間
達
。

そ
し
て
文
化
面
で
幅
広
く
演

奏
活
動
を
行
い
多
く
の
フ
ァ
ン

を
魅
了
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歌

姫
『
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー
』

さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

美
術
館
で
催
す
コ
ン
サ
ー
ト
は

様
々
な
制
約
が
あ
り
困
難
が
伴
う

中
の
企
画
で
あ
る
が
年
々
リ
ピ
ー

タ
ー
の
方
が
増
え
今
年
は
延
べ
四

百
人
あ
ま
り
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、

会
場
内
は
展
示
作
品
と
美
し
い
音

楽
の
空
間
に
酔
い
し
れ
る
一
時
と

な
っ
た
。
ま
た
コ
ン
サ
ー
ト
後
は

平
日
に
鑑
賞
で
き
な
い
夜
間
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
野
外
彫
刻
を

ゆ
っ
く
り
楽
し
ま
れ
る
来
場
者
が

多
く
目
に
つ
き
ま
し
た
。

今
後
も
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
内
容
検
討
を
継
続
的
に
積

み
重
ね
、
四
部
門
に
亘
る
多
彩

な
作
品
群
を
開
放
さ
れ
た
空
間

で
情
報
発
信
し
、
二
科
展
来
場

者
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、

広
報
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

加
覧
裕
子

初
日
九
月
一
日
午
後
か
ら
、

恒
例
の
講
評
会
が
行
わ
れ
た
。

三
階
の
一
室
に
集
合
、
山
中
事

務
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
石

附
・
田
中
の
両
常
務
理
事
の
挨

拶
と
担
当
会
員
の
紹
介
が
あ
り
、

案
内
の
通
り
、
希
望
者
は
各
室

に
散
り
、
自
作
の
制
作
意
図
や

構
図
に
つ
い
て
質
問
し
、
担
当

会
員
の
批
評
を
メ
モ
を
取
る
な

ど
熱
心
に
聞
い
て
い
た
。

作
者
に
は
考
え
方
や
技
量

の
違
い
も
あ
り
、
具
象
・
抽

象
・
半
具
象
と
多
様
な
作
品

を
見
る
の
は
、
仲
々
難
し
い

事
だ
が
、
そ
こ
は
経
験
豊
か

な
先
輩
の
事
、
様
々
な
質
問

に
も
丁
寧
に
対
応
し
、
良
い

講
評
会
で
あ
っ
た
。松

室
重
親

第
95
回
記
念
二
科
展

授
　
賞
　
式

授賞式

金
曜
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

コ
ン
サ
ー
ト

第
95
回
記
念
二
科
展

作
品
講
評
会

「AUNコンサート」

「ナターシャ・グジー」

講評会風景
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二
科
展
を
も
っ
と
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
と
い
う
数
々

の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
九
月
一
日
、

十
二
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
（
九
月
一
日
）

国
立
新
美
術
館
に
移
っ
て
四

年
目
、
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
の
一

つ
で
あ
る
初
日
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

関
東
地
域
以
外
の
会
員
ト
ー
ク

の
部
と
、
会
友
、
一
般
の
部
に

分
か
れ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

会
友
の
受
賞
者
を
中
心
に
魅
力

あ
る
新
人
の
作
品
に
つ
い
て
の

ト
ー
ク
は
、
出
品
者
の
み
な
ら

ず
鑑
賞
者
も
育
て
る
意
味
か
ら
、

今
年
も
中
原
史
雄
委
員
が
担
当

さ
れ
、
自
作
の
作
品
コ
ピ
ー
資

料
を
手
に
し
て
の
技
法
や
表
現

方
法
の
ト
ー
ク
は
、
鑑
賞
者
は

も
と
よ
り
、
出
品
者
か
ら
大
好

評
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
一
方
、
一
室
か
ら
の
会
員

の
部
は
、
作
品
の
傾
向
、
地
域
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
誘
導
の
経
路
を
考

慮
し
て
八
名
の
会
員
諸
氏
に
お

願
い
し
ま
し
た
。
限
り
あ
る
短

い
時
間
の
中
で
、
取
材
先
（
メ

キ
シ
コ
）
へ
の
心
情
、
抽
象
化

と
具
象
、
人
物
の
ポ
ー
ズ
と
空

間
構
成
、
偶
像
の
デ
フ
ォ
ル
メ
、

平
面
化
の
奥
に
潜
む
想
い
。
そ

し
て
徐
に
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
レ
モ

ン
を
取
り
出
し
て
絵
の
味
わ
い

方
の
ト
ー
ク
と
続
き
、
ラ
ス
ト

は
、
象
徴
的
な
フ
ォ
ル
ム
の
展

開
に
つ
い
て
の
熱
い
ト
ー
ク
で
、

大
勢
の
鑑
賞
者
の
拍
手
の
中
に

終
わ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

初
日
の
多
忙
な
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
快
く
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
員

諸
氏
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

西
健
吉

第
二
回
（
九
月
十
二
日
）

前
述
の
よ
う
に
一
回
目
は
、

中
原
委
員
、
西
委
員
の
解
説
と

司
会
で
始
ま
り
、
受
賞
作
家
達

の
ト
ー
ク
に
好
評
の
内
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
回
目
は
松
室
委
員
の
司
会

で
、
皆
川
が
担
当
し
ま
し
た
。

初
め
の
松
田
会
員
は
作
品
な
ど

を
拡
大
コ
ピ
ー
し
た
作
品
を
参

加
者
に
見
せ
な
が
ら
話
し
、
ア

ト
リ
エ
で
の
真
摯
な
制
作
態
度

が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
し
た
。

安
食
会
員
は
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
に
順
々
に
完
成
し
て
い
く
作

画
を
み
せ
、
ユ
ー
モ
ア
あ
る
ト

ー
ク
。
金
澤
会
員
は
抽
象
に
造

詣
の
深
さ
を
感
じ
る
口
調
で
語

り
、
深
見
会
員
は
今
年
の
テ
ー

マ
に
至
っ
た
深
い
心
情
と
技
法

を
分
か
り
や
す
く
説
明
、
上
原
、

永
吉
、
稲
生
会
友
の
方
々
は
作

品
に
対
す
る
深
い
思
い
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

は
作
者
の
作
品
に
対
す
る
熱
い

思
い
に
感
動
を
覚
え
た
と
、
嬉

し
い
ご
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
今
回
の
二
科
展
に
お

い
て
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
は

定
着
し
た
と
の
感
を
強
く
得
ま

し
た
が
、
次
回
も
会
員
、
会
友

の
皆
様
に
は
力
強
く
熱
い
ト
ー

ク
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

皆
川
恵
子

九
月
五
日
（
日
）、
第
95
回

二
科
展
彫
刻
部
会
場
に
お
い
て

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
開
催
さ

れ
た
。
立
体
作
品
へ
の
理
解
を

深
め
、
作
品
を
よ
り
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
と

の
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
も
今
年
で
五
回
目

と
な
り
ま
し
た
。

参
加
い
た
だ
い
た
の
は
約
五

十
名
で
、
例
年
ど
お
り
二
グ
ル

ー
プ
に
わ
か
れ
て
ス
タ
ー
ト
。

菅
原
二
郎
理
事
、
前
田
耕
成

評
議
員
の
挨
拶
の
後
、
三
宅
一

樹
、
信
時
茂
、
両
会
員
の
司
会

進
行
で
会
場
を
順
に
巡
り
ま
し

た
。今

回
の
ト
ー
ク
作
家
は
、
初

入
選
で
彫
刻
の
森
美
術
館
奨
励

賞
の
西
井
佑
助
さ
ん
「taboo

」

（
木
彫
）、
同
じ
く
初
入
選
で
特

選
の
井
上
な
ぎ
さ
さ
ん
「
青
い

空
」（
銅
板
鍛
金
）、
会
友
推
挙

の
丸
山
恵
美
さ
ん
「
行
雲
流
水
」

（
塑
造
・
石
膏
）、
文
部
科
学
大

臣
賞
の
鷲
崎
直
子
会
員

「N
ovem

ber
｜
音
｜
」（
木
彫
）

第
95
回
記
念
大
賞
の
島
田
紘
一

呂
評
議
員
「IL

L
U
S
O
R
Y

SH
A
D
O
W

・
俄
雨
」（
木
彫
）、

市
川
明
廣
会
員
「
ふ
わ
り
・
夏
」

（
石
彫
）、
以
上
六
名
の
方
々
で

す
。
各
々
の
作
品
を
作
者
自
身

の
言
葉
で
、
素
材
や
技
法
の
説

明
は
勿
論
、
制
作
上
の
苦
労
話

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
六
作
品
は
す
べ
て
具

象
的
表
現
に
よ
る
作
品
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
作

者
ご
と
に
考
え
方
や
意
図
が
異

な
る
点
を
解
り
易
く
聞
け
、
楽

し
め
た
」
と
の
声
が
あ
っ
た
一

方
、「
抽
象
作
品
に
つ
い
て
話

を
聞
き
た
か
っ
た
」
と
の
意
見

も
寄
せ
ら
れ
た
。
他
に
も
「
作

者
の
生
の
想
い
を
聞
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
何
倍
も
作
品
を
楽
し

め
た
」、「
知
ら
な
か
っ
た
技
法

の
詳
し
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
て
、
興
味
深
か
っ
た
」、「
毎

年
、
自
分
な
り
に
観
て
い
た
が
、

よ
り
深
い
感
情
を
持
つ
こ
と
が

で
き
た
」
な
ど
、
手
応
え
の
あ

る
感
想
を
多
く
い
た
だ
き
、
次

回
開
催
へ
の
大
き
な
励
み
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
多
く
の
出

品
作
家
の
方
々
に
、
ト
ー
ク
を

お
願
い
す
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
の
お
陰
で
ス
ム
ー
ズ
に
進

行
で
き
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

信
時
茂

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

絵
画
部

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

彫
刻
部
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パ
リ
賞
を
い
た
だ
き
、
パ

リ
滞
在
三
カ
月
の
計
画
を
立

て
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

事
情
に
よ
り
五
月
十
二
日
か

ら
六
月
二
十
日
ま
で
の
短
い

研
修
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
回
は
北
欧
経
由
で
パ

リ
に
入
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

と
い
う
の
は
以
前
よ
り
北
欧

の
独
特
の
文
化
、
デ
ザ
イ
ン

等
に
興
味
が
あ
り
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に

五
日
間
滞
在
し
ま
し
た
。
シ

ン
プ
ル
で
魅
力
的
な
イ
ン
テ

リ
ア
製
品
、
工
芸
品
等
が
あ

り
、
余
計
な
も
の
を
削
ぎ
落

と
す
美
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

近
代
美
術
館
の
現
代
作
品
で

引
か
れ
た
の
は
、
人
間
性
を

感
じ
さ
せ
る
作
品
だ
っ
た
。

パ
リ
で
は
、
十
五
年
振
り
に

生
活
で
き
る
喜
び
と
、
何
か

こ
れ
か
ら
の
自
分
を
見
つ
け

よ
う
と
い
う
思
い
が
複
雑
に

交
差
し
て
い
た
。
以
前
見
た

美
術
館
を
含
め
、
作
品
を
確

認
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
、
多
く
の
美
術
館
を
見
る

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
た
。
そ

の
中
で
オ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
美

術
館
で
、P

A
U
L

・K
L
E
E

展
が
開
催
さ
れ
て
い
て
、
作

者
の
思
考
、
表
現
の
幅
が
み

ら
れ
良
か
っ
た
で
す
。
モ
ネ

の
睡
蓮
を
久
し
振
り
に
鑑
賞

し
て
、
ホ
ッ
と
し
て
癒
さ
れ

ま
し
た
。
今
ま
で
行
く
チ
ャ

ン
ス
の
な
か
っ
た

睡
蓮
を
描
い
た
ジ

ベ
ル
ニ
ー
に
行
っ

て
み
ま
し
た
。
モ

ネ
が
以
前
か
ら
水

に
こ
だ
わ
り
、
ジ

ベ
ル
ニ
ー
に
、
絵

を
描
く
た
め
に
理

想
の
庭
を
作
り
、

睡
蓮
を
描
い
て
き

た
か
、
作
品
の
裏

側
が
見
ら
れ
て
良

か
っ
た
で
す
。
ポ

ン
ピ
ド
ー
美
術
館

で
は
、LU

C
IA
N

・

F
R
E
U
D

展
を
鑑

賞
し
ま
し
た
が
、
作
者
の
す

さ
ま
じ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
圧

倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
・
ド
・
パ
リ

美
術
館
で
は
、E

D
V
A
R
D

・

M
U
N
C
H

展
が
開
か
れ
て
お

り
、
作
者
の
幼
き
頃
か
ら
の

人
生
が
投
影
さ
れ
、
作
者
と

作
品
と
の
関
わ
り
が
み
ら
れ

良
か
っ
た
で
す
。
個
展
も
多

数
見
ま
し
た
が
、
テ
ー
マ
を

持
ち
徹
底
し
て
自
分
を
出
し

て
い
る
作
品
は
、
魅
力
的
で

し
た
。
今
回
の
研
修
を
今
後

の
制
作
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

作
家
に
と
っ
て
〝
生
誕
の
地
の

原
風
景
は
、
作
品
に
ど
の
よ
う

に
表
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。〞
今

回
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
研
修
し
て
、

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
地
方
出
身
の
二

人
の
作
家
に
つ
い
て
迫
っ
て
み

た
。
先
ず
建
築
家
の
ア
ン
ト
ニ

オ
・
ガ
ウ
デ
ィ
。
バ
ル
セ
ロ
ナ

西
南
の
レ
ウ
ス
の
生
ま
れ
で
、

幼
少
の
頃
か
ら
リ
ウ
マ
チ
に
悩

ま
さ
れ
、
日
曜
日
の
教
会
の
ミ

サ
以
外
は
家
に
居
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
そ
こ
で
父
親
の
生
業

で
あ
る
銅
器
づ
く
り
を
日
が
な

見
て
い
る
う
ち
、
物
を
つ
く
る

楽
し
さ
を
知
っ
た
と
い
う
。
そ

の
幼
少
時
代
の
過
ご
し
方
が
、

自
然
に
対
す
る
慈
愛
の
心
や
洞

察
力
を
深
め
さ
せ
た
の
だ
と
思

う
。
ガ
ウ
デ
ィ
が
し
ば
し
ば
訪

れ
て
は
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
得
た
と
い
う
、
モ
ン
セ
ラ
ッ

ト
に
登
山
鉄
道
、
ケ
ー
ブ
ル
カ

ー
を
乗
り
継
い
で
行
っ
て
み
た
。

奇
岩
で
有
名
な
こ
の
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
の
聖
地
は
、
ま
る
で
サ
グ

ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
イ
メ
ー

ジ
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
。
ガ
ウ
デ

ィ
の
少
年
の
頃
の
夢
で
あ
っ
た

「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
シ
ン
ボ
ル
に

な
る
も
の
を
つ
く
り
た
い
。」
と

い
う
思
い
。
モ
ン
セ
ラ
ッ
ト
の

風
景
は
、
ガ
ウ
デ
ィ
に
そ
の
夢

を
実
現
さ
せ
る
パ
ワ
ー
を
送
っ

て
い
た
の
か
!!
見
事
な
風
景
だ

っ
た
。
そ
の
他
に
、
グ
ル
エ
邸
、

カ
サ
・
ミ
ラ
、
カ
サ
・
バ
ト
リ

ョ
、
グ
エ
ル
公
園
等
、
関
係
す

る
場
所
を
巡
っ
て
思
っ
た
こ
と

は
、
自
然
の
形
を
ふ
ん
だ
ん
に

作
品
に
取
り
入
れ
、
建
築
物
は
、

彫
刻
の
中
に
人
が
住
む
と
い
っ

た
よ
う
な
空
間
を
つ
く
り
だ
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
仕
事
の
跡
を
訪
ね
る
だ
け

で
圧
倒
さ
れ
、
満
足
感
は
あ
っ

た
が
、
や
は
り
、
も
う
一
人
の

天
才
、
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ

が
気
に
な
る
。
ダ
リ
の
故
郷
フ

ィ
ゲ
ラ
ス
ま
で
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

か
ら
電
車
で
二
時
間
か
け
て
行

っ
た
。
駅
か
ら
十

分
、
そ
の
奇
抜
な

劇
場
美
術
館
は
す

ぐ
分
か
っ
た
。
入

館
す
る
と
中
庭
の

巨
大
な
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
に
度
肝
を
抜

か
れ
る
。
壁
画
、

天
井
画
は
壮
大
な

ス
ケ
ー
ル
で
描
か

れ
、
俺
が
ダ
リ
！

と
言
わ
ん
ば
か
り
。

ダ
リ
も
自
然
豊
か

な
こ
の
地
で
、
幼

少
の
頃
か
ら
蝙
蝠
こ
う
も
り

の
死
骸
に
興
味
を

持
っ
た
り
、
絵
に

小
枝
や
生
き
た
虫

を
塗
り
込
め
た
り
し
た
と
い
う
。

ま
た
毎
夏
行
く
カ
ダ
ケ
ス
の
海

辺
で
は
、岩
々
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
受
け
た
よ
う
だ
。
ダ

リ
の
絵
に
は
、そ
の
風
景
を
描
い

た
と
見
ら
れ
る
も
の
が
多
い
気

が
す
る
。膨
大
な
作
品
群
を
後
に

す
る
時
、ふ
と
、以
前
訪
ね
た
ブ

ラ
ン
ク
ー
シ
の
生
家
で
見
た
門

の
デ
ザ
イ
ン
が
、彼
の
彫
刻
の
形

そ
の
も
の
だ
っ
た
記
憶
も
甦
っ

て
き
た
。生
誕
の
地
の
原
風
景
は
、

確
実
に
作
品
に
反
映
し
て
い

る
！
翻
っ
て
我
が
作
品
は
ど
う

だ
ろ
う
か
、自
分
を
取
り
巻
く
森

羅
万
象
を
感
覚
的
に
取
り
込
め

て
い
る
だ
ろ
う
か
。そ
ん
な
こ
と

を
考
え
な
が
ら
、カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

地
方
に
分
か
れ
を
告
げ
た
。

パ
リ
賞
研
修
報
告

己
の
美
を
求
め
て

米
田
安
希

セーヌ川にてスケッチ

モネの庭ジベルニーにて

ロ
ー
マ
賞
研
修
報
告

二
人
の
天
才
を
生
ん
だ
地
に
立
つ

前
田
忠
一

モンセラットの山々
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九
月
五
日
（
日
）
十
五
時
〜

十
六
時
三
十
分
　
三
階
講
堂
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

二
科
会
彫
刻
部
の
勉
強
会
と

し
て
発
足
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

も
、
今
年
で
二
回
目
と
な
り
ま

す
。
昨
年
は
、
タ
レ
ン
ト
の

「
は
な
」
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
お

迎
え
し
て
、
近
代
芸
術
の
歴
史

を
中
心
に
ト
ー
ク
が
進
み
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
公
募
団
体
が

抱
え
る
現
状
と
問
題
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
二
科

展
の
発
展
の
参
考
に
す
る
こ
と

を
目
的
に
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
基
調
講
演
を
南
嶌
宏

（
評
論
家
・
女
子
美
術
大
学
教

授
）
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

「
団
体
展
が
私
に
与
え
て
く
れ

た
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

あ
る
地
方
画
家
の
作
品
の
ス

ラ
イ
ド
か
ら
始
ま
り
、
い
つ
し

か
先
生
の
幼
少
の
記
憶
と
重
な

り
、
そ
れ
が
先

生
の
父
君
の
作

品
と
分
か
る
頃

は
、
先
生
の
話

に
引
き
込
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
セ
ザ

ン
ヌ
の
話
へ
と

繋
が
っ
て
い
く

展
開
は
、
美
術

の
根
底
を
流
れ

る
美
意
識
の
普

遍
性
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
第

二
部
と
し
て
パ

ネ
リ
ス
ト
に
先

の
南
嶌
氏
、東
京

都
美
術
館
学
芸
員
・
佐
々
木
秀

彦
、
二
科
会
彫
刻
部
理
事
・

野
毅
を
迎
え
、
司
会
・
二
科
会

彫
刻
部
会
員
・
二
ノ
宮
裕
子
に

よ
り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

ず
、

野
氏
よ
り
、
二
科
会
の

現
状
と
特
徴
が
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
佐
々
木
氏
よ
り
都
美

術
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
美
術

館
が
団
体
展
に
対
し
て
、
こ
れ

ま
で
よ
り
も
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
話
が
あ
り
、

と
て
も
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

最
後
に
、
南
嶌
氏
の
「
若
い
人

に
は
厳
し
く
、
そ
し
て
優
し
い

心
で
指
導
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
言
葉
で
盛
況
の
う
ち
に
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
終
了
し
た
。

松
田
重
仁

第
95
回
記
念
二
科
展
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
美
術
？
ア
ー
ト
？
芸
術
？
」

-

21
世
紀
的
美
術
展
を
考
え
る-

第
95
会
記
念
二
科
巡
回
展

新
潟
展

新
潟
県
民
会
館

平
成
二
十
二
年
十
月
九
日
（
土
）

〜
十
月
十
七
日
（
日
）

大
阪
展

大
阪
市
立
美
術
館

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
日
（
火
）

〜
十
一
月
十
四
日
（
日
）

金
沢
展

金
沢
二
十
一
世
紀
美
術
館

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
七
日
（
水
）

〜
十
一
月
二
十
四
日
（
水
）

京
都
展

京
都
市
立
美
術
館

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
七
日
（
土
）

〜
十
二
月
五
日
（
日
）

名
古
屋
展

愛
知
県
美
術
館

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
四
日
（
火
）

〜
十
二
月
十
九
日
（
日
）

福
岡
展

福
岡
市
立
美
術
館
　

平
成
二
十
三
年
二
月
十
五
日
（
火
）

〜
二
月
二
十
日
（
日
）

鹿
児
島
展

歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館

平
成
二
十
三
年
三
月
十
日
（
火
）

〜
三
月
二
十
一
日
（
月
）

熊
本
展

熊
本
県
立
美
術
館
　

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
三
日
（
水
）

〜
四
月
三
日
（
日
）

広
島
展

広
島
県
立
美
術
館
　

平
成
二
十
三
年
四
月
十
二
日
（
火
）

〜
四
月
十
七
日
（
日
）

九
月
五
日
（
日
）
国
立
新
美

術
館
三
階
の
講
堂
で
十
二
時
三

十
分
よ
り
表
題
の
講
演
会
が
絵

画
部
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。

瀧
悌
三
氏
は
二
科
発
足
以
来

の
歴
史
を
紐
解
き
な
が
ら
こ
れ

か
ら
の
二
科
の
方
向
に
つ
い
て

語
ら
れ
た
。

大
正
初
期
、
新
し
い
洋
画
表

現
を
求
め
て
文
展
か
ら
独
立
し

た
二
科
会
は
在
野
に
開
か
れ
た

絵
画
団
体
と
し
て
時
代
の
先
端

を
走
っ
た
。
大
正
期
か
ら

昭
和
初
期
に
か
け
て
、
二

科
は
多
く
の
無
名
作
家
を

積
極
的
に
紹
介
す
る
と
共

に
、
新
し
い
絵
画
団
体
を

次
々
と
産
み
出
し
な
が
ら
、

多
く
の
多
彩
な
画
風
を
持

つ
個
性
豊
か
な
作
家
の
活

発
な
活
躍
に
よ
り
、
昭
和

初
期
へ
向
か
っ
て
の
黄
金

期
を
形
成
し
て
き
た
。

第
二
次
大
戦
後
の
混
乱

期
は
東
郷
青
児
氏
の
強
烈

な
個
性
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
で
乗
り
越
え
、
開

か
れ
た
団
体
と
し
て
戦
後

画
壇
の
新
し
い
画
才
発
掘

の
牽
引
車
と
な
っ
て
き
た
。

平
成
も
二
十
年
を
超
え

て
き
た
今
、
多
く
の
二
科
会
会

員
は
そ
の
風
土
で
育
っ
て
き
て

い
る
。
作
品
の
上
で
の
自
己
主

張
を
活
発
に
す
る
と
共
に
、
今

の
運
営
に
つ
い
て
も
、
民
主
的

な
運
営
に
積
極
的
に
参
加
し
、

開
か
れ
た
日
本
洋
画
壇
の
先
導

者
と
し
て
の
二
科
会
役
割
を
更

に
発
展
さ
せ
て
欲
し
い
。

瀧
講
師
か
ら
は
こ
の
よ
う
な

趣
旨
の
会
の
発
展
に
期
待
す
る

講
演
を
い
た
だ
い
た
。

第
95
回
記
念
　
特
別
講
演
会

「
私
の
思
う
二
科
」

・
・
二
科
の
歴
史
と
将
来
を
語
る
・
・

講
師
美
術
評
論
家
　
　
　
瀧
　
悌
三
氏
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「
二
科
展
ツ
ア
ー
」

新
美
術
館
に
移
転
し
て
か
ら

二
科
展
会
場
で
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
を
開
催
し
今
年
で
四
回

目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
は
年
々

好
評
を
得
て
お
り
準
備
運
営
に

お
い
て
も
毎
回
工
夫
が
持
た
れ

る
な
ど
、
よ
り
発
展
的
な
企
画

と
し
て
定
着
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

今
年
95
回
記
念
二
科
展
で
は

新
た
に
『
二
科
展
ツ
ア
ー
』
を

開
催
し
ま
し
た
が
、
内
容
の
違

い
は
当
日
の
来
館
者
が
自
由
に

参
加
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

に
対
し
『
二
科
展
ツ
ア
ー
』
で

は
予
め
参
加
申
し
込
み
を
受
け

付
け
、
参
加
者
の
世
代
や
特
徴

に
合
わ
せ
た
よ
り
き
め
細
か
い

解
説
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
対
応
を
可
能
に
し
た
点
。
ま

た
絵
画
部
と
彫
刻
部
が
連
携
し
、

二
部
門
会
場
の
総
合
的
な
案
内

を
行
っ
た
点
で
し
た
。

今
回
は
学
校
（
小
、
中
、
高
、

大
学
、
専
門
）。
カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
。
会
社
サ
ー
ク
ル
他

グ
ル
ー
プ
。
を
対
象
に
広
報
を

行
っ
た
結
果
、
自
由
学
園
の
初

等
部
生
徒
ら
八
十
名
を
か
わ
き

り
に
駒
場
東
邦
中
等
・
高
等
部

美
術
部
生
徒
、
共
立
女
子
大
学

生
、
共
立
女
子
大
学
ア
カ
デ
ミ

ー
講
座
受
講
生
、
京
都
造
形
大

学
通
信
教
育
部
受
講
生
、
社
会

人
グ
ル
ー
プ
の
方
が
会
場
を
興

味
深
く
観
覧
さ
れ
、
初
回
と
し

て
は
ま
ず
ま
ず
の
ス
タ
ー
ト
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
も
二
科
会
が

幅
広
い
世
代
と
様
々
な
環
境
に

向
け
芸
術
文
化
振
興
の
貢
献
に

取
り
組
ん
で
参
る
事
は
重
要
な

活
動
の
一
環
と
思
わ
れ
ま
す
。

あ
わ
せ
て
未
来
の
二
科
会
の
実

り
に
繋
が
る
事
の
期
待
と
希
望

を
持
ち
得
ま
し
た
。

こ
の
企
画
に
あ
た
り
事
務
局

始
め
彫
刻
、
絵
画
部
会
員
皆
様

に
様
々
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き

実
現
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
事

を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

皆
様
の
ご
発
案
を
お
寄
せ
下
さ

い
ま
す
様
、
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

加
覧
　
裕
子

九
月
一
日
、
リ
ッ
ツ
・
カ
ー

ル
ト
ン
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。
織
田
理
事
長
の
情
熱

的
に
、
静
か
に
長
く
、
時
に
ユ

ー
モ
ア
も
ま
じ
え
て
、
会
場
全

体
を
、
感
動
の
波
に
包
み
込
ん

だ
ご
挨
拶
…
…
。

続
い
て
ご
来
賓
の
祝
辞
、
石

附
進
常
務
理
事
の
力
強
い
乾
杯

か
ら
、
歓
談
に
移
り
、
95
回
記

念
展
受
賞
者
が
壇
上
に
紹
介
さ

れ
、
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。

後
半
、
色
紙
抽
選
会
へ
と
進

み
、
盛
会
の
う
ち
に
懇
親
会
は

終
宴
と
な
っ
た
。

第
95
回
記
念
二
科
展
の
展
示

も
六
本
木
に
移
っ
て
か
ら
四
回

目
と
な
り
ス
ム
ー
ズ
に
終
了
し

ま
し
た
。

乃
木
坂
の
健
保
会
館
に
於
い

て
、
彫
刻
部
懇
親
会
が
八
月
三

十
一
日
、
午
後
六
時
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

展
示
作
業
で
空
腹
の
中
、
し

み
込
む
様
な
ビ
ー
ル
で
の
乾
杯

で
な
ご
や
か
に
パ
ー
テ
ィ
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

彫
刻
部
代
表
の
挨
拶
、
先
生

方
の
お
話
、
受
賞
者
、
初
入
選

者
の
喜
び
の
言
葉
、
紹
介
な
ど

で
盛
り
上
が
り
、
八
時
半
の
終

了
ま
で
、
快
い
時
間
を
過
ご
し
、

散
会
と
な
り
ま
し
た
。

広
報
だ
よ
り

第
95
回
記
念
二
科
展

懇
　
親
　
会

彫
刻
部
懇
親
会

第
95
回
記
念
二
科
展
の
打
上

げ
懇
親
会
が
、
九
月
十
二
日
午

後
四
時
か
ら
一
時
間
に
亘
り
、

国
立
美
術
館
三
階
講
堂
で
開
催

さ
れ
た
。

こ
の
度
の
会
は
初
の
試
み
と

し
て
四
部
会
合
同
で
の
催
し
と

な
り
、
山
中
事
務
局
長
の
司
会

に
よ
り
、
各
部
を
代
表
す
る
会

員
の
挨
拶
の
後
、
歓
談
に
入
り

有
意
義
な
交
歓
が
行
わ
れ
た
。

普
段
、
接
触
の
機
会
の
少
な

い
他
部
門
と
の
交
流
の
場
は
好

感
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
、
今
後

の
継
続
に
つ
い
て
の
意
見
も
多

く
聞
か
れ
た
。

四
部
門
合
同

打
上
げ
懇
親
会

eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee

eeeeeeeeeeeeeeeeeeeee

e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e

大
臣
賞
選
考
審
査
所
感

林
紀
一
郎

内
閣
総
理
大
臣
賞
の
宮
村
長

（
絵
画
）
と
文
部
科
学
大
臣
賞

の
鷲
崎
直
子
（
彫
刻
）
の
作
品

は
共
に
二
科
95
回
記
念
展
に
応

わ
し
い
優
作
だ
っ
た
と
思
う
。

日
章
旗
を
風
神
・
雷
神
と
鯰

が
囲
む
ユ
ニ
ー
ク
な
構
成
で
現

代
日
本
の
局
相
を
風
刺
し
た
宮

村
の
堅
確
な
造
形
表
現
は
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
り
、
そ
の
隠
喩
に

は
訴
求
力
が
あ
っ
た
。

鷲
崎
は
楠
と
桂
の
素
材
を
生

か
し
、
直
角
の
裸
婦
座
像
と
丸

太
様
材
の
台
座
と
の
対
比
を
強

調
し
て
季
節
の
風
韻
を
造
形
、

静
謐
の
空
間
に
古
拙
感
を
漂
わ

せ
る
木
彫
と
し
て
注
目
し
た
。

（
美
術
評
論
家
）

大
臣
賞
選
考
に
あ
た
っ
て南嶌

宏

内
閣
総
理
大
臣
賞
の
審
査
は
、

ゲ
ス
ト
審
査
員
だ
け
で
な
く
、

各
審
査
員
か
ら
も
忌
憚
の
な
い

絵
画
論
が
披
歴
さ
れ
、
そ
の
言

葉
の
響
き
合
い
は
審
査
自
体
を

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
し

た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
僅
差

で
宮
村
長
氏
の
作
品
が
受
賞
さ

大
臣
賞
選
考
審
査

れ
ま
し
た
が
、
納
得
の
い
く
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
賞
は
点
数
審

査
で
し
た
が
、
空
間
を
重
要
な

彫
刻
的
要
素
と
す
る
作
品
が
増

え
る
中
で
、
今
後
は
さ
ら
に
多

様
な
彫
刻
展
示
に
対
応
す
る
審

査
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
と
も
に
二
科
会

の
底
力
を
感
じ
さ
せ
る
大
臣
賞

審
査
と
な
り
ま
し
た
。

（
美
術
評
論
家
・
女
子
美
術
大
学
教
授
）

ギャラリーツアー・自由学園生徒
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赤
羽
先
生
を
悼
む

「
二
科
は
軍
隊
よ
り
き
つ

い
と
こ
ろ
…
」
と
先
生
は
時

折
口
に
さ
れ
て
い
た
。
昭
和

十
七
年
佐
世
保
軍
港
か
ら
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
に
向
か
っ
た
十

八
歳
の
軍
国
少
年
。
途
中
上

陸
し
た
ト
ラ
ッ
ク
島
で
ス
ケ

ッ
チ
ブ
ッ
ク
と
十
二
色
入
り

ク
レ
ヨ
ン
を
買
う
。
戦
後
絵

描
き
に
な
ろ
う
と
は
露
ほ
ど

も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
と

私
本
に
回
想
さ
れ
て
い
る
。

ふ
だ
ん
は
寡
黙
で
近
づ
き
難

く
筋
の
通
ら
な
い
事
に
は
毅

然
と
し
た
態
度
を
取
ら
れ
、

ひ
と
た
び
お
酒
が
入
る
と
話

題
に
は
事
欠
か
な
い
引
き
出

し
を
一
杯
も
っ
て
お
ら
れ
た
。

八
十
歳
近
く
に
心
臓
そ
し
て

腎
臓
と
大
き
な
手
術
を
受
け

た
後
も
、
考
え
ら
れ
な
い
程

に
お
元
気
で
、
そ
の
強
靭
な

精
神
力
は
運
命
を
生
き
抜
く

覚
悟
の
出
来
た
人
生
の
達
人

で
あ
っ
た
。
二
科
関
西
支
部

は
絵
画
、
彫
刻
、
デ
ザ
イ
ン
、

写
真
と
四
部
が
一
緒
、
と
何

十
年
に
も
わ
た
り
支
部
を
支

え
、
関
西
二
科
展
に
ま
た
二

科
会
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
は

大
き
い
。
今
年
四
月
に
入
院

さ
れ
た
時
も
二
科
百
周
年
展

の
こ
と
を
と
て
も
気
に
し
て

お
ら
れ
た
。
自
分
の
身
体
よ

り
二
科
が
優
先
、
も
っ
と
も

二
科
を
愛
し
て
お
ら
れ
た
。

か
つ
て
の
日
に
南
方
の
戦
地

で
少
年
の
眼
に
感
得
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
か
、
赤
白
青
緑
の

色
彩
の
絵
は
も
う
み
ら
れ
な

い
。
私
達
に
大
き
な
宿
題
を

課
し
て
肉
体
と
魂
は
西
の
彼

方
へ
と
飛
び
立
っ
て
ゆ
か
れ

た
。ご

冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま

す
。

合
掌

尾
崎
功

第90回展出品作

リンドスの丘　F100

赤羽恒男

赤
羽
恒
男
氏
略
歴

一
九
二
四
年
　
兵
庫
県
に
生
ま
れ
る

一
九
五
一
年
　
二
科
展
　
初
入
選

一
九
六
六
年
　
会
員
推
挙

一
九
六
八
年
　
会
員
努
力
賞
受
賞

一
九
九
五
年
　
二
科
会
理
事
就
任

一
九
九
六
年
　
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞

二
〇
〇
八
年
　
名
誉
理
事
就
任

名
誉
理
事
　
赤
羽
恒
男

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日
没
　
86
歳

ご
遺
族
　
橋
本
　
苗
美
（
長
女
）

兵
庫
県
尼
崎
市
潮
江

一
―
四
―
二
―
一
九
〇
五

名
誉
理
事

赤
羽
　
恒
男
氏
逝
去
す

訃　報

七
月
十
三
日
二
科
西
人
社
展

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
の

時
、
突
然
知
ら
さ
れ
た
鈴
木
先

生
の
死
に
冷
静
に
対
処
で
き
ず
、

自
分
の
役
割
だ
っ
た
万
歳
三
唱

を
取
り
や
め
、
何
を
ど
の
よ
う

に
喋
っ
た
か
記
憶
に
あ
り
ま
せ

ん
が
、
皆
さ
ん
に
報
告
し
、
急

遽
参
加
者
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。

鈴
木
先
生
は
、
去
年
北
九

州
市
立
美
術
館
主
催
の
企
画

展
「
鈴
木
幹
夫
展
　
横
た
わ

る
人
た
ち
」
を
開
催
。
一
九

五
八
年
の
作
品
か
ら
近
年
ま

で
の
大
作
が
ず
ら
り
と
並
び

ま
し
た
。
体
調
不
良
と
お
聞

き
し
て
い
た
だ
け
に
、
会
場

に
足
を
運
ば
れ
た
お
元
気
な

姿
に
安
心
し
て
い
た
と
こ
ろ

で
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
ア
ッ

と
言
う
間
の
訃
報
に
た
だ
た

だ
驚
き
、
愕
然
と
し
ま
し
た
。

鈴
木
先
生
と
の
出
会
い
は
、

私
が
二
科
展
に
出
品
を
始
め

た
一
九
八
五
年
に
遡
り
ま
す
が
、

作
品
と
の
出
会
い
は
更
に
十
五

年
遡
っ
た
一
九
七
〇
年
、
私
が

高
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
頃

二
科
展
の
会
場
で
眼
に
し
た

「
葬
」
と
い
う
作
品
で
し
た
。

星
条
旗
を
思
わ
せ
る
赤
と
白
の

ス
ト
ラ
イ
プ
の
布
に
包
ま
れ
た
、

傷
つ
い
て
横
た
わ
る
二
人
の
男

性
の
像
で
、
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
放
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
先
生
の
作
品
は
女

性
が
横
た
わ
る
情
感
豊
か
で
構

成
的
な
作
品
へ
と
移
行
し
、
二

〇
〇
二
年
以
降
は
人
間
の
運
命

や
別
れ
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品

が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
画
面
に
は
今
ま
で
に
は

な
い
や
や
異
質
な
人
物
の
シ
ル

エ
ッ
ト
が
出
現
し
ま
す
。
そ
こ

に
は
感
傷
に
流
れ
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
に
、
シ
ル
エ
ッ
ト
を
通

し
て
客
観
的
な
眼
で
テ
ー
マ
を

見
つ
め
よ
う
と
し
て
い
る
作
家

の
強
い
意
志
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

運
命
と
の
折
り
合
い
を
見
つ
け

出
そ
う
と
す
る
格
闘
の
中
か
ら

生
ま
れ
た
作
品
の
よ
う
に
私
に

は
思
わ
れ
、
入
退
院
を
繰
返
し

た
中
で
の
作
画
を
思
う
と
、
胸

が
苦
し
く
な
る
思
い
が
し
ま
す
。

い
つ
も
ク
ー
ル
で
ス
マ
ー
ト
、

多
く
を
語
ら
な
い
先
生
で
し
た

が
、
い
つ
も
作
品
を
通
し
て
私

た
ち
に
指
針
を
示
し
て
く
だ
さ

り
、「
あ
こ
が
れ
」
で
あ
り

「
目
標
」
で
あ
る
作
家
で
し
た
。

心
か
ら
敬
意
と
哀
悼
の
意
を

表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
掌

田
浦
哲
也

第55回展出品作

葬　F100

鈴木幹夫

鈴
木
幹
夫
氏
略
歴

一
九
三
〇
年
　
福
岡
県
に
生
ま
れ
る

一
九
五
五
年
　
二
科
展
初
入
選

一
九
七
二
年
　
会
友
推
挙

一
九
七
三
年
　
パ
リ
ー
賞

一
九
七
八
年
　
会
員
推
挙

一
九
八
八
年
　
会
員
努
力
賞

一
九
九
五
年

〜
二
〇
一
〇
年
評
議
員
在
任

会
員
　
鈴
木
幹
夫

平
成
二
十
二
年
七
月
十
一
日
没

79
歳

ご
遺
族
　
鈴
木
　
百
合
江
（
妻
）

〒
八
〇
七
―
〇
〇
七
一

北
九
州
市
八
幡
西
区
上
の
原

二
―
六
―
二
八

会
員

鈴
木
　
幹
夫
氏逝去

す

訃　報
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思
い
も
か
け
ぬ
突
然
の
訃
報

に
接
し
、
我
が
耳
を
疑
っ
た
。

受
話
器
を
握
っ
た
ま
ま
暫
く
彼

女
の
顔
が
ぐ
る
ぐ
る
駆
け
巡
っ

た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
つ
い

二
ヶ
月
程
前
、
五
月
の
会
員
総

会
の
席
で
、
広
報
担
当
理
事
・

松
任
谷
國
子
と
し
て
立
ち
、
よ

く
通
る
声
で
、
第
95
回
記
念
展

に
向
け
て
計
画
し
て
い
る
事
等

を
話
し
て
い
た
。
そ
の
声
は
今

も
耳
に
残
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
松
任
谷
さ
ん
と
の

出
合
は
、
一
九
七
〇
年
の
始
め
、

相
前
後
し
て
会
員
に
な
り
、
皆

か
ら
「
國
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ

る
様
に
な
っ
て
か
ら
で
、
彼
女

は
未
だ
画
家
と
云
う
よ
り
タ
レ

ン
ト
・
松
任
谷
國
子
の
方
が
通

り
が
よ
か
っ
た
頃
で
あ
る
。
そ

の
彼
女
が
、
旧
美
術
館
時
代
、

和
服
の
女
を
描
い
た
作
品
を
見

て
、
そ
の
才
に
感
心
し
た
も
の

で
あ
る
。

以
来
、
東
郷
先
生
や
斉
藤
三

郎
氏
に
可
愛
が
ら
れ
、
画
業
に

専
念
し
て
来
た
が
、
最
近
で
は

和
服
そ
の
も
の
に
興
味
を
持
ち
、

着
物
の
半
襟
や
、
足
袋
、
舞
扇

を
大
写
し
に
し
た
作
品
を
描
い

て
い
た
が
、
い
ず
れ
そ
れ
ら
の

モ
チ
ー
フ
を
統
合
し
て
、
大
画

面
を
創
る
計
画
で
あ
っ
た
と
思

い
、
そ
れ
を
聞
く
つ
も
り
が
果

た
せ
ず
残
念
な
事
を
し
た
。

東
京
支
部
の
役
員
を
務
め
た

り
、
二
科
展
の
実
行
委
員
と
し

て
広
報
の
仕
事
で
忙
し
い
時
も

常
に
中
立
の
立
場
を
守
り
、
理

事
に
就
任
し
て
か
ら
も
、
そ
の

人
柄
が
皆
の
信
頼
を
得
て
、
こ

れ
か
ら
も
未
だ
ま
だ
二
科
会
の

た
め
に
尽
く
し
て
ほ
し
か
っ
た

人
で
あ
る
。

自
身
の
体
調
の
事
な
ど
一
言

も
口
に
し
な
か
っ
た
の
で
、
ま

さ
か
そ
ん
な
に
病
が
進
ん
で
い

た
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。

手
も
振
ら
ず
、
足
音
も
立
て

ず
、
ふ
っ
と
消
え
て
し
ま
っ
た

松
任
谷
さ
ん
、
永
い
間
二
科
会

に
籍
を
置
き
、
数
々
の
記
憶
を

残
し
て
行
っ
た
松
任
谷
國
子
さ

ん
。
今
は
天
國
で
絵
筆
を
執
っ

て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。
二
科

会
は
ま
た
、
惜
し
い
花
を
失
っ

た
。今

は
只
彼
女
の
ご
冥
福
を
祈

る
ば
か
り
で
あ
る
。

合
掌

松
室
重
親

第91回展出品作

佳日　S60

松任谷國子

松
任
谷
國
子
氏
略
歴

一
九
六
〇
年
　
二
科
展
初
入
選

一
九
六
五
年
　
ロ
ー
マ
賞
受
賞

一
九
六
七
年
　
会
友
推
挙

一
九
六
九
年
　
金
賞
受
賞

一
九
七
〇
年
　
会
員
推
挙

一
九
七
八
年
　
会
員
努
力
賞
受
賞

一
九
九
八
年
　
評
議
員
就
任

二
〇
〇
八
年
　
理
事
就
任

理
事
　
松
任
谷
國
子

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
六
日
没
　
74
歳

理
事

松
任
谷
　
國
子
氏逝去

す

訃　報

編
集
後
記

◇
　
第
95
回
記
念
二
科
展
が

酷
暑
の
中
、
盛
況
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。
記
録
的
な

暑
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
入
場

者
も
前
年
を
上
回
っ
た
よ
う

で
す
。

来
年
か
ら
春
季
展
が
お
休

み
に
成
り
ま
す
。
二
科
ニ
ュ

ー
ス
の
内
容
も
少
し
変
更
を

す
る
こ
と
に
成
る
で
し
ょ
う
。

新
し
い
プ
ラ
ン
を
考
え
て
行

き
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
六
日
発
行

社
団
法
人

二
科
会

東
京
都
新
宿
区
新
宿
四
｜
三
｜
十
五

レ
イ
フ
ラ
ッ
ト
新
宿
　
五
◯
一
号
室

電
話
　
◯
三（
三
三
五
四
）六
六
四
六

〒
一
六
◯
│
○
○
二
二

j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j
j

編
集
委
員

委
員
長
　
（彫）

島
田
紘
一
呂

委
　
員
　
（絵）

倉
橋
　
　
寛

〃
　
　
〃
　
戸
狩
　
公
久

〃
　
　
〃
　
浅
賀
　
昌
子

〃
　
　
〃
　
岩
田
　
　
博

〃
　
　
（彫）

安
田
　
明
長

写
真
記
録
　
（絵）

本
間
千
恵
子

〃

（彫）

阿
部
　
昌
義
　

事
務
局
だ
よ
り

「
台
風
な
に
す
る
も
の
ぞ
！
」

第
95
回
記
念
二
科
展
も
無
事

盛
会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
の
で

左
記
の
通
り
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

朗
報
と
し
て
ま
ず
入
場
者
総

数
の
み
な
ら
ず
、
有
料
入
場
者

数
が
増
加
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
出
品
総
数
も
微

増
し
た
中
で
昨
年
以
上
の
厳
選

を
貫
き
ま
し
た
。
国
立
新
美
術

館
に
移
転
以
来
、
新
生
二
科
を

標
榜
し
、
担
当
理
事
や
実
行
委

員
の
先
生
方
が
広
報
と
し
て

様
々
な
動
員
の
企
画
を
続
け
て

き
た
こ
と
や
、
大
胆
な
展
示
改

革
・
審
査
改
善
・
デ
ー
タ
整
備

等
を
実
践
し
た
事
の
成
果
が
確

実
に
数
字
と
な
り
表
れ
て
き
て

い
る
と
言
え
ま
す
。
今
回
は
メ

ト
ロ
や
会
場
二
階
で
の
発
券
場

の
設
置
、
会
場
入
口
や
シ
ョ
ッ

プ
で
の
記
念
作
品
集
・
絵
は
が

き
・
色
紙
の
販
売
に
プ
ロ
ス
タ

ッ
フ
を
導
入
し
た
こ
と
等
も
効

を
奏
し
ま
し
た
。

ま
た
台
風
の
中
を
東
京
近
郊

の
会
員
が
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な

が
ら
六
本
木
美
術
館
周
辺
の
シ

ョ
ッ
プ
や
施
設
等
に
チ
ラ
シ
や

ポ
ス
タ
ー
を
配
布
し
て
歩
い
て

く
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
会
員
全
員
が
広

報
に
参
画
し
た
、
台
風
を
も
吹

き
飛
ば
す
熱
意
が
、
十
万
人
を

超
す
入
場
者
に
つ
な
が
っ
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

二
科
展
の
磁
力
を
強
め
つ
つ

百
周
年
に
向
か
う
総
力
体
制
へ

の
確
か
な
息
吹
を
感
じ
た
記
念

展
で
し
た
。
ま
た
平
成
二
十
四

年
度
か
ら
改
修
後
の
都
美
術
館

で
の
使
用
も
認
可
さ
れ
、
公
益

法
人
申
請
も
、
最
後
の
詰
め
の

段
階
に
は
い
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
後
日
詳
細
を
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
色
紙
展
の
売
り
上
げ
か
ら
生

方
・
川
内
両
氏
が
N
H
K
厚
生

文
化
事
業
団
を
訪
れ
五
十
万
円

を
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
各
方
面
で
ご
尽
力
・
ご
協
力

い
た
だ
い
た
先
生
方
に
事
務
局

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

入場者

一般

高校・大学

メトロコマース

チケットぴあ

有料入場者小計

無料入場者

入場者合計

単位（人）

7723

625

1520

99

9967

90822

100789

昨年比

90増

61減

588増

24増

641増

221増

2853増

搬入点数

絵画・一般

絵画・会友

彫刻・一般

彫刻・会友

合計

単位（点）

3007

997

40

88

3888

昨年比

64減

62増

13増

1減

9増

展示（遺作含む）

絵画・一般

絵画・会友

絵画・会員

彫刻・一般

彫刻・会友

彫刻・会員

展示合計

人数

689

244

150

67

39

56

1245

点数

698

270

150

68

39

57

1282

カット　会友中山昌美


